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吉
野
朝
を
憶

ふ

―
―

序

に

代

へ
て

元
弘

・
建
武
を
前

置
と
し

て
延
元
か
ら
本
筋

に
入

つ
た

吉
野
朝

約
六
十
年
を
、
皇

國
歴
史

の
上
に
於

い
て
、
如

何
な

る
時
代

と

お
も

ふ
か
。

山
谷

に
、
離
落

に
、
行

在
を

徒
遷
遊
ば
さ
れ
た

こ
と
敷

箇

所
、
そ
れ
さ

へ
断

え
ず

賊
襲

と
兵
火
と

の
脅
嚇
を
免

れ
給
は
な
か

つ
た
。
飢
軍

の
間
、
畏
多
く

も
主
上

の
御
鎧

に
矢

二
筋
及

ぶ
と
さ

へ
太
李
記

に
書

い
て
あ

る
。

吉
野

朝

四
代

の
圭
上

の
御

二
方
ま

で
は

、
荒
涼
た

る
行

官

の
裡

に
崩

御
ま
し
ま
し
た
。

一
皇

子
は

土
窟

内

に
て
獄
逆

に
あ

ひ
給

ひ
、　
一
皇

子
は
落

城

の
猛
火
中

に
自

裁

し
給

ひ
、

二
皇

子
は

賊
落

の
上

つ
た

毒
薬
を

廉
ん

で
売
じ
給

ひ
、

一
皇

子
は
御
身

に
三
創
を
被

り

つ
つ
奮
戦
し
給

ひ
、　
一
皇

子
は
御
生
涯
流
韓

の

戎
旅
を

つ
づ

け
給

う
た
。

乍
併

、
國
み
だ
れ

て
忠

臣
あ
ら
は

る
「

お

の
が

一
命
を
捧

げ
奉

る
に

止
ま
ら

ず

、

兄
弟
相

誘
ひ
、

父
子
相
卒

ゐ

て
、　
一
族

君
國
に
殉
じ
た

る
も

の
、
新

田

・
楠
木

¨
菊
池

・
北
畠

・
四
條

等

々
枚
暴

に

い
と
ま
な

い
。
武

臣
は

勿

一
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ニ

論
、
月
卿
雲
客
と
い
へ
ど
も
、
手
に
執
り
馴
れ
ぬ
弓
矢
を
執
つ
て
、
大
君
の
御
楯
に
立
つ
た
。

「
長
袖
い
づ
く
ん

ぞ
兵
を
知
ら
ん
や
」
の
嘲
罵
は
、
彼
等
に
向
つ
て
は
的
が
外
。つ
れ
て
ゐ
る
。
公
卿
も
武
臣
も
、
正
系
の
皇
統
を
擁

護
し
奉
つ
て
、
よ
く
忠
、
よ
く
誠
、
数
十
年
の
試
錬
に
堪
へ
た
。
日
本
國
民
の
信
念
、
建
々
と
し
て
光
射
し
た
こ

と
、
此
の
時
に
比
ぶ
べ
き
は
多
く
な
い
。　
　
，

「歌
書
よ
り
も
軍
書
に
悲
し
吉
野
山
」
と
い
ふ
江
戸
時
代
の
俳
句
が
あ
る
。
市
井
の
一
俳
客
、
お
そ
ら
く
は
辻

講
繹
の
大
手
記
に
傾
聴
し
て
、
新
葉
集
も
李
花
集
も
弄
讀
し
な
か
つ
た
の
で
あ
ら
う
。
雨
歌
集
を
知
ら
ず
し
て
、

吉
野
朝
を
語
る
こ
と
は
出
木
な
い
。
其
庭
に
、
進
軍
劇
ス
の
勇
泄
な
る
律
呂
は
殆
ど
聞
き
難
い
け
れ
ど
も
、
粛
々

と
し
て
枚
を
街
む
軍
勢
、
又
は
惨
と
し
て
橋
ら
ざ
る
陣
螢
の
あ
り
さ
ま
が
彿
彿
と
す
る
。
皇
軍
今
日
の
忠
勇
と
延

元

・
正
不
の
官
軍
が
忍
書
と
、　
一
に
し
て
二
で
な
い
“

草
券
の
一
詞
人
、
敢
へ
て
筆
を
呵
ｔ
て
、
営
年
を
偲
び
奉
る
所
以
で
あ
る
。

昭

和

十

四

年

九

月

田

〕贋



緒八 七 六 五 四 三 二

総

日

次
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

第

一
部

士口
野

朝

の
悲

歌

後

醍

醐

天

皇

御

製

二

十

三

首

後

村

上

天

皇

御

製

九

首

・
…

長

慶

天

皇

御

製

八

首

・
・
…

後

韮

山

天

皇

御

製

二

首

・
…

奪

良

親

王

御

歌

五

首

・
・
…

懐

良

親

王

御

歌

一
首

・
・
…

源

勝

法

覗

王

御

歌

一
首

・
…

仁

響

法

親

王

御

歌

四

首

・
…

三一一
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四
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五
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五
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五
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二
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五
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鵬

覺

法

師

一
條

行

房

吉
田
定

房

五 四 三
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＾
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一
四

一
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五

一
一
六

一
一
七

一
一
八

一
一
九

一二
〇

〓
一
一

一一一
一
一

一一一
一一一一

一千
‐既

．

一曼
一二

一

言一一〓ハ一

一二
七

一二
八

讀
人

不
知

一
首

・
・

萬

里

小
路
藤
房

三
首

二
條
篤

各

一
首

・
・

源
忠
頴

一
首

・
…

‘
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四
條

隆

俊

一
首

・

足
助
重
春

一
首

・

藤
原

光
任

一
首

・

吉
田
宗
房

一
音
　
・

津
守
図
貴

一
首

・

大
中

臣
隆

基

一
昔

大

信

正
頼
意

二
首

二
條

教

基

一
首

。

二
條

各
賃

四
首

。

阿

野
賞

篤

一
首

・

藤

原
師

余

本

首

。

大
納

言
光
有

二
首

左
近

大
落

公
長

一

藤

原
賞

興

二
首

・

源
成

直

二
首

・
…

源
頼
武

四
首

・
…

五
五
　
一一
條
篤
忠

一
首

・

五
六
　
花
山
院
長
親
四
首

○

首

六

一
一一
一一

一
一一
一一

一
一一四

一
一一六

一
一一七

一
二
八

一
一一〈

一
一一
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五

一一
　

藤

原
賞

興

二
首

五
三
　

源
成

直

二
首

・

五
四
　

源
頼
武

四
首

・

五
五
　

一一
條
篤
忠

一
首

・

五
六
　
花
山
院
長
親
四
首

○

藤

原
師

賢

室

北
畠
頴

家

室

伊
賀

局

一
首

○

吉
野
朝
和
歌
概
諭

第

二

部

宗

宗
良
親

王
全
紀

初
　
期

・
・
・
…

。

東
海

時
代

・
・
…

北
越
時

代

・
・
…

前
期
信

濃
時
代

後
期
信

濃
時
代

五

七

五

八

五

九

一
　

Ｄ
任

― ::::i曇 ,:‐
:詈詈

: ! : : :  王  :  : : :  : :

七

ｏ　
一
四
〇

。　
一
四
〇

。　
一
四
一一

。　
一
四
〓一

。
一
四
六

。　
一
四
八

。　
一
三
二

。　
一
二
三

。　
一
〓
六

ｏ　
一
三
七

一
七
一

。　
一
七
八

二

冗
七

。
二
〇
〓一

。
一一
一一一
一



晩
　
期
・
。
…

親
王
偉
諸
種

・

郷

土
奥
覺
書
・

宗

良

親

王

御

歌

詳

解

，
１

歌
入
宗
良
親
王

・
・

一一
　

初
期

二
首

・
・
…

。

〓
一
　
東
海
時
代
十
二
首

・

四
　
北
越
時
代
十
六
首

。

五
　
前
期
信

濃
時
代

二
十

二ハ
　
後
期
信

濃
時
代

二
十

七
　
時
代
未
勘
十
七
首

。

八
　
晩
期

二
十
七
首

・
・

第

〓
一
部
　
吉
野
朝
の
悲
歌

後

醍

醐

天

皇

御

製

十

首

後

村

上

天

皇

御

製

六

首

長
慶

天
皇

御

製
七
首

。

後

韮

山

天
皇

御
製

一
首

算

良

親

王
御
歌

二
首

・
::六 首 ::::  :::
・ 首

績
篇

一一
五
一

二
六
六

二
十
九

一一九
一

一一
一
八

〓〓
一〇

〓一
一一一
一

一一
四
一

一一
六
一

一一
人
二

二
九
四

四
一　
七

四
一一六

一
四
三
〇

・
四
三
六

。
四
三
七

一
四
三
〈



緒
　
一言

皇

國

の
興
腰
を
決
す

る
大
事

が
、
私
等

の
眼
前

に
展
開

し

つ
つ
あ

る
。
忠
勇
な
る
皇

軍

の
落

兵
等
は
、
人
間
業

と
思
は

れ

ぬ
努
力
を

致
し

て
、
支
邦
南

北

の
山
野

に
奪

き
鮮
血
を
流
し

つ
つ
あ

る
。

一
布

衣
に
過

ぎ
ぬ
私
と

い

へ

ど
も
、
自

己
に
印

し
た
歌

の
み
を
作
り

、
自

己
に
印
し
た
文
章

の
み
を

登
表
し

て

ゐ
て
は
、
国
民

の

一
員
と
し

て

相
す
ま

ぬ
と
考

へ
た
。
私
如
き
者

の
禿
筆

に
よ

つ
て
文
章
報
國

が
出

木
よ
う
も

の
と
は
自
負
し

な

い
け
れ

ど
も
、

此

の
秋
、
適

切
峰

る
題

目

に
向

つ
て

一
心
を
凝
集
し
た
な
ら

ば
、
日
本
民
族

の
博

統
的
精
神
を
昂

揚
す
る
上

に
、

大
海

一
滴

底

の
供
物

に
は
成

り
得
よ
う
と
考

へ
た
。

着
手
し
た
仕
事

は
、
吉
野
朝

廷

の
君

臣
が
血
を

吐
く
如

送̈
倭

歌

の
粋
を
抜

い
て
、

そ
れ
ら

へ
の
解

諭
及

び
戚

想
を

述

べ
た

小
著
を

公
に
す
る
事

で
あ

つ
た
。
さ

う
し

て
、

約

一

箇
年
牛
を
費
し

て
二
部

作
を
完
成

し
た
。
　
コ

ロ
野
朝

の
悲
歌
」

は
第

一
期
作
戦

の
長
城

戦
及

び
上
海
戦
の

最
中

に

書
か
れ

ヽ

「
宗
良
親

王
」

は
第

二
期
作

戦
な

る
徐

州
包
回

戦

の
前
後

に
書

か
れ

、
　
コ
ロ
野
朝

の
悲
歌

・
績
篇
」

は

第

二
期

・
作

戦
武
漢
攻
略

の
前
駆

な
る
溜

山
激

戦

の
行

は
れ
た

頃
に
執
筆
を

開
始
し
た
も

の
で
あ

る
。
皇

軍

の
康
一尾

に
附
し

て
吉
野
朝

の
精
神
真

を
研
究

さ

せ
て

い
た
だ

い
た
事
を

、
深
く
咸
謝

せ
ね

ば
な
ら

ぬ
。

一
先
づ

‥私
は
営

年

の
時

勢
を

知
ら

ね

ば
な
ら

ぬ
と
考

へ
、

正
史

た

る
と
野
史

た

る
と
物
語

た
る
と
博

論
た
る
と
に

一
五
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一
大

開

せ
ず

、
諄
皇

正
統
記

・
培
鏡

・
建
武

年
間
記

・
梅

松
論

・
太
季
記

・
吉
野
拾

遺

・
櫻

雲
記

。
南
方
紀
偉

・
菊
池

偉

記

・
浪

合
記

・
信

濃
官
惇

・
鎌
倉

大
草
紙

・
讀
史

餘
論

・
池
藻

層

・
南

山
巡
狩
録

・
菅

政
友

全
集
等

の
類
を
耽

讀

し

て
、

元
弘

・
建
武

乃

至
天
授

・
弘
和

の
歴
史

と
世
相

と

の
概

要
を
會

得
し
た
。

次

い
で
、
小
著

の
目
的
た

る

和
歌

・
の
党

集

に
歩
を
進

め
、
文
献

と
し

て
信
擦

し
得

べ
き
撰
集

・
家
集

・
歌
合

・
千
首
歌

・
史
書

，
物
語

。
日
記

の
類

三
十
種
内
外

を
渉
猟
し
た
。
最

も
考
慮
を
費
し
た

の
は

、
如

何
な
る
作
を
抜
く

べ
き
か

で
あ

つ
た
。
新

田
義

貞

・
四
條

隆
資

と

云
ふ
や
う
な
忠

臣
中

の
忠

臣
に
な

つ
て
は

、
た

と

ひ
そ

の
歌

が

不
適
営
な
も

の
で
あ

つ
て
も
い

小
著

の
性
質

上
探
り

上
げ
た
。

大
楠
公

の
歌
と
し

て
信

ず

べ
き
も

の
の
偉

は

つ
て

ゐ
な

い
の
に
は
失

望
し
た

が
、

お
そ
ら
く

彼
は

、

兵
馬
儘
惚
、
剣

を
揮

ふ
に
日
も

こ
れ

足
ら

ず
、
吟
懐

の
連
な
く
し

て
忠
骨

を
曝
ら
し
た

の
で
あ

つ
た
ら
う
。

是
れ
或

は
、
歌
有

る
以

上
に
奪

い
生
涯
だ
。
新
葉
和

歌
集

の
作

者
約

一
百

五
十
人
あ
る
け
れ

ど
も
い

私
は
そ

の
中

の
六
十
餘
人
を

探
り
得
た

に
過

ぎ
を
か

つ
た
。

何

故
と

い
ふ
に
、

小
著

の
■
酌

上
、
普
通

の
花
鳥
風

月
詠
は
割
愛

せ
ざ
る
を
得
な
か

つ
た
篤

め
だ
。

（
又
、
新
葉
集

の
生
命
は
、
賃

に
花
鳥

風
月

に
非
ざ
る

こ
と

云
ふ

迄
も
な

い
。
）

私

の
研
究

封
象
は
営

年

の

「
悲
歌
」

で
あ

る
。

吉
野
朝

廷
君

臣

の

「
悲
歌
」
、
　

す
な

は
ち
直
接

又

は
間
接

に
営
年

の
時
局

に
印
し

て
境
涯
を

吐
露
し
た

歌

で
あ

る
。
結
局
、

三
部

作
を
通

じ

て
、
掲
載

し
許
繹

し
た

も

の
は
、
作
者
八
十

七
人
、
和
歌

練
計

四
百
十

九
首
。

そ

の
歌

の
出

典
如
左
。

新
葉
集

、　
一
百

七
十

三
首
。
　

　

李

花
集

、
九
十

二
首
。
　

　

　

　

天
授

五
百
番
歌

合
、
三
十

二
首
。

増
鏡
、

二
十

一
首
。
　

　

　

　

　

宗
良
親

王
御

千
首

、
十

七
首
。
　

大
不
記
、
十

二
首
。

吉
野
拾
遺
、
十

一
首
。

嘉
喜
門
院
御
集
、
六
首
。

新
績
古
今
集
、
四
首
。

師
余
卿
千
首
、
八
首
。

臨
永
集
、
六
首
。

看
聞
御
記
、
三
首
。

耕
雲
千
首
、
八
首
。

新
千
載
集
、
五
首
。

績
後
拾
遺
集
、
二
首
。



は
間
接

に
営
年

の
時
局

に
印
し

て
境
涯
を

吐
露
し
た

歌

で
あ

る
。
結
局
、

二
部

作
を
通
じ

て
、

も

の
は

、
作

者
八
十

七
人
、
和
歌

線
計
四
百
十

九
首
。

そ

の
歌

の
出

典
如

左
。

新
葉
集

、　
一
百

七
十

三
首
。
　

　

李

花
集

、
九
十

二
首
。
　

　

　

　

天
授

五
百
番
歌

合
、

増
鏡
、ァ
二
十

一
首
。
　

　

　

　

　

宗
良
親

王
御
千
首

、
十

七
首
。
　

太
不
記

、
十

二
首
。

，

吉
野
搭
遺
、
十

一
首
。
　

　

　

　

師
条
卿

千
首
、
八
首
。
　

　

　

　

耕
雲
千
首
、
八
首
。

嘉

喜
門
院
御
集
、
六
首
。
　

　

　

臨
永
集
、
六
首
。
　
　

　

　
　

　

新
千
載
集
、
五
首
。

新
績
苦
今
集
、
四
首
。
　

　

　

　

看
聞
御
記
、
三
首
。
　

　

　

　

　

績
後
拾
遺
集
、
二
首
。

玉
葉
集
、　
一
首
。
　

　

　

　

　

　

績
千
載
集
、　
一
首
。
　

　

　

　

　

風
雅
集
、　
一
首
。

新
拾
遺
集
、　
一
首
。
　

　

　

　

　

新
後
拾
遺
集
、　
一
首
。
　

　

　

　

篤
各
卿
集
、　
一
首
。

藤
葉
集
、　
一
音
。
　

　

　

　

　

　

績
現
葉
集
、　
一
首
。
　

　

　

　

　

天
正
本
大
手
記
、　
一
首
。

金
勝
院
本
太
不
記
、　
一
首
。
　

　

和
州
巡
覧
記
、　
一
首
。
　

　

　

，
其
他
、
八
首
。

他

の
歌
書

・
物
語

の
類
に
も
出

て
ゐ
る
歌

で
も
、
新
葉
集
所
載

の
も

の
は
、
皆

そ
れ

へ
算
入
し
た

の
で
、
同
集

の
歌
敷

が
斯
躾

に
多
く
な

つ
た

の
で
あ
る
。
私
は
歴
史

に
暗

い
の
で
、
偉

紀

・
考
證
等
に
は
誤
診
が
あ
ら
う
。
そ

れ
は
専
門
學
者

の
叱

正
を
乞
ふ
。
乍
併
、
私
は
作
家
で
あ
る
か
ら
、
小
著
に
抜

い
た
歌

に
は
、
決
し

て
凡
庸

の
作

は
な

い
。
作
者

の
排
列
に
就

い
て
も
考
慮
し
た
。
皇
室

の
御
方

々
を
巷
首

の
部
分
に
置
き
奉
る
は
無
論

の
事
、
臣

下
に

つ
い
て
は
、
偉
紀
を
調

べ
て
、
歿
年

の
順
序
に
従

つ
て
並

べ
た
。
歿
年

の
不
明
な
者
は
、
掲
載

の
歌

の
詠
ま

れ
た
年
月

の
前
後
に
従

つ
た
。
婦
人
は

一
括
し

て
、
男
子

の
部

の
次
に
置

い
た
。

歴
史
で
剣
明
し
て
ゐ
る
人
々
の
略
偉
は
容
易
に
書
き
得
る
け
れ
ど
も
、
然
ら
ざ
る
人
々
の
偉
を
知
る
に
は
難
儀

し
た
。
党
に
不
明
の
人
さ
へ
何
人
か
あ
る
。
榊
原
忠
次
の

「
新
葉
集
作
者
部
類
」
に
あ
る
官
歴

・
歿
年
の
考
證
か

ら
、
不
砂
恩
恵
を
蒙
つ
た
。
忠
次
の
篤
し
た
そ
う
な
地
味
な
仕
事
が
、
如
何
に
多
く
後
學
を
盆
す
る
も
の
な
る
か

一
七

）
　

）フ
・
′
′Ｖ

■
１

〓
”
ｒ

ｔ
千
ヽ
ネ

ノ

掲
載
し
評
澤
し
た

三
十

二
首

。



″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八

を
、
此

の
際

更

め
て
深
く
考

へ
さ

せ
ら
れ

た
。

私
は
、
各
首

の
歌

の
解

論
に
営

つ
て
、
作

者
を
博

す

る
は
勿
論

、

そ

の
歌

の
詠
ま
れ

た
場

合

の
歴
史

的
事
件
を
繁
を

厭
は
ず
記
述
し
た
。
　
コ

ロ
野
朝
」

と
言

ふ
か
ら

に
は
、
延

元
以

降

の
作

の
み
を

探

る

べ
き
で
あ
る
か
も
知
れ

な
が
、
元
弘

・
建
武

は
吉
野
朝

の
前

提
で
、

そ
れ

と

不
可
分

に
考

ヘ

ら
れ

る
ゆ

ゑ
、

元
弘

ま
で
遡

つ
て
歌

を
物
色
し
た
。

又
、
テ
良
親

王

。
自

天
王

・
楠
木
光

正

。
文
屋
落

監
は
所
謂

「
後
南
朝
」

の
歴
史

に
属

す

る

の
で
、
本
書

の
内
容

に
入
れ

る
事

は
、
種

々
な
る
意

味
に
於

い
て
不
適
営

か

も
知

れ

ぬ
。
乍
併

、
吉
野
朝

の
歴
史

の
連
績

と
し

て
後
南
朝

の
研
究

は
近
木
頓

に
盛

ん
に
な

つ
て
水
た

や
う
に
思
は
れ

る
。

そ
れ

で
本
書

も
鯛
れ

る
事

に
し
た
。
乞
諒
。

亡
父
川
欄
甕
江
は
、
浦
・氏

の
忠
烈
を

欽
慕
し

、

「
楠

氏
考
」

等

の
著

述
及

び
論

文
を

遺
し
た
。

け
れ

ど

も
、
そ

れ

等
は
多
く
漢

文
な
る
が
故
に
、
今

日
専
門
家

以
外

に
は
讀

ま
れ

ぬ
ら

し

い
。
貧

蒻
極
ま
る
此

の
小
著
を
・も
、
亡

父

の
霊
は

み
そ
な
は
す

に
相
違
な

い
。



後
醍
醐
天
皇
御
製

二
十
三
首

第

九
十

六
代

の
天
皇

。
御
諄
は
奪
治
。
後
宇
多

天
皇
第

二
皇

子
、
御

母
談

天
門
院
藤
原
忠

子
。

文
保

二

年

二
月

御
印
位
。

天
皇

英
邁
、
か
ね

て
討
幕

の
御
企

あ

つ
た

が
事
漏
れ

て
所
謂

正
中

の
凝

が
起

つ
た
０
尋

い
で
、

元
弘

ａ

（
元
弘
元
年

八
月
）
起
り
、
そ

の
結
果

、
笠

二
年
隠
岐

遷
幸
。

三
年

五
月
高
時
誅

に
伏

し
、

建
武
中

興

の
御
代

が
到

木
し
た
。
然

る
に
幾
何
も
な
く
箪

氏
飯
逆

し
、
以

木
戦
飢
燎
む
時
な
く

、

延
元
元

年
十

二
月
、

天
皇
神

器
を
奉
じ

て
吉
野

に
溜
幸
し
給

う
た
。
御
在
位

二
十

一
年

に
し

て
、

同
四
年

八
月
十

ゴ
ハ
ロ
、
行

官

に
崩

御
。
賓
算

五
十

二
。
如
意
輪
寺

側

の
塔
尾
陵

に
奉
葬
。
易

に
官
幣

大
祗

吉
野
紳
官

に
奉

祀
。

御
製
所
載

は
新
葉
集

四
十

六
首
、
新
後
撰
集

三
首
、
績

千
載
集
十

九
首
、
績

後
拾
遺
集
十

七
首
、
風

雅
集

三
首

、
新

千
載

集

二
十

四
首
、
新
拾
遺
集

九
首
、
新
後
拾
遺
集

五
首
。

う

か

り

け

る

身

を

あ

き

風

に

さ

そ

は

れ

て

思

は

ぬ

山

の

紅

葉

を

ぞ

見

る

○
増
鏡
第
十

八

「
む
ら
時
雨
」

の
章

に
出
。
賓
算
四
十

四

の
御
時
。

元
弘

元
年
秋
、
笠

置
行

在

所
に
て

の
御
製
。

歴
史

に
ょ
れ

ば
、

天
皇

に
は

此

の
年

八
月

（
陰
暦
）

廿
七

日
か
ら

九
月

十
八

日
ま
で
丁
度
晩

秋

一
箇
月

を
笠

置

山

三



一一
二

．中

で
過
し
給

つ
た

の
で
み

つ
た
。

「
い
か

に
な

り
ゆ
く

ヽ
き
に
か

と
、

い
と
物

心
ぼ
・そ
く

思
し
凱

る
６

我

が
御

心

も

て

の
御
事

な
れ

ば
、
か

こ

つ
か
た
な

け
れ
ど
、
故
郷

の
笙
も
あ
は

れ

に
思
し
出

て
ら

る
。

秋
も
深
く

な
り
ゆ
く

ま
ま
に
、
山

の
水

の
葉

の
打
し
ぐ
れ
谷

の
嵐

の
音
づ

る
る
も
、
仇

の
競

ふ
か
と
肝
を
清
す
。
御
す

ま

ひ
、

い
つ
し

か

御
身
を
か

へ
た

る

心
地
し
給

ふ
も
あ
ぢ
き
な
し
」

と
増
鏡

の
作

者
は

美
僻
を

つ
ら
ね

て
、
大

に
此

の

一
首

を
鶏

出
し

て
あ

る
。
上
句

、
苦
し
く

つ
ら

い
我

が
身
を
折
柄

の
秋
風

に
誘
は
れ

て
都
を
出

で
、

と

い
ふ
意

で
あ
る
が
、

あ
き
風
は

身
を

厭
く

と
懸
詞

に
さ
れ

て
ゐ
る
。

「
憂

き
身
は
世

に
も
厭
き
果

て
た
」

と

い
ぶ
意

が

こ
も

？
て

の
る
。

後
撰
集

に

「
穂

に
は

出

で
ぬ

い
か

に
か

せ
ま
し
花
す
す

き
身

を
秋
風

に
捨

て
や
は

て
な
む
」

と

い
ふ

の
が

あ

る
。

思
は

ぬ
山
ヽ
豫
．想
も

し
な
か
つ

た
斯
様
な

山
深

い
虔

の
意

。
　
　

　

　

　

　

　

　

．

さ

し

て

行

く

か

さ

ぎ

の

山

を

出

で

し

よ

り

天

が

し

た

に

は

か

く

れ

が

も

な

し

○
大
不
記
念

第

二

「
主
上
御
没
落
笠

置
事
」

の
章

に
出
。
九
月

十
八

日
、
折
か
ら

の
風
雨
中
を
、
賊
軍

の
夜
襲

に
よ

つ
て
笠

置
は

陥
落

し
た
。

藤
原
季
房

兄
弟

に
御
手
を
引
か
れ

給

ひ
、

「
恭
く

も
十
善
の

天
子
、

玉
證
を
田
夫

野
人

の
形
に
替

へ
さ

せ
給

ひ
て
そ

こ
と
も

不
知
迷

ひ
出

で
さ

せ
給

ひ
け
る
」

云

々
と
太

不
記

に
あ
る
。
書
夜
三

日

し

て
、

ま
だ
笠

置

山
か
ら
幾
ら
も
離
れ

て
ゐ
な

い
山
城
國
多
賀

郡
有

王
山

の
麓

ま
で
落

ち
延
び
ら
れ
た
。
木

々
の

雫

の
御
袖

に
か
か

る
を
雨

が
降

る
か

と
思
召
さ
れ

て
、

「
さ
し

て
行

く
」

云

々
と
詠
じ
給

う
た
。
○
か
さ

ぎ

の
山

０

０

０

０

０

　

　

　

　

　

　

０

０

の
か

さ

（
傘

）

を

中

心
と

し

て
、

そ

の
縁

語

で

一
首

を

あ

ヤ
な

さ

れ

て

あ

る

。

さ

し

て
ゆ

く

は
傘

の
枕

詞

、

天

が



野

人

の
形

に

替

へ
さ

せ
給

ひ

て

そ

こ
と

も

不
知

迷

ひ
出

で

さ

せ
給

ひ
け

る
」

云

々
と

太

不

記

に

あ

る
。

書
夜

三

日

し

て

、

ま
だ

笠

置

山

か

ら

幾

ら

も

離
れ

て

ゐ
な

い
山

城

國
多

賀

郡

有

王

山

の
麓

ま

で
落

ち

延

び

ら

れ

た

。

木

々

の

雫

の
御

袖

に

か

か

る
を

雨

が
降

る
か

と

思

召

さ

れ

て
、

。

。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

「
さ

し

て
行

く
」

云

々
ど

詠

じ

給

う

た

。

○

か

さ

ぎ

の
山

の
か

き

（
傘

）

を

中

心
と

し

て
、

そ

の
縁

語

で

一
首

を

あ

や
な

さ

れ

て
あ

る

。

さ

し

て
ゆ

く

は
傘

の
枕

詞

、

天

が

下
の

天

に

は
雨

を
，利

か

せ
、

が

ぐ

が

が

に

は

雨

や
ど

り

す

る

場

所

の
意

を

持

た

せ

て

あ

る

。

一
首

の
意
ば

、
簡

明

で
、

笠

置

山
を
落

ち

延

び

て
か

ら

、

此

の

廣

い
天

下

に

、

わ

が
第

一
つ
を

忍

ぶ

べ
き

隠
れ

場

所

も

な

い
、

と
嘆

じ

給

う
た

の
だ

。

南

方

紀
体

に

は
第

二
句

落

ち

ぬ

れ

ば

と

し

て
載

せ

て
あ

る

。

そ

の
方

が
雨

の
縁
一語

に
も

な

？
て

お

て

、

技

巧

の
あ

や

は

，
暦

深
く
な

る

。

Ｏ
・御

製

に

封

し

て
、

藤

房

が

「
い
か

に
せ

む

頼

む
蔭

と
．て
」

云

々
と

和

し

奉

つ
て

ゐ
る

が
、

そ

の
事

はヽ

「
高

里

小
路

藤

房

」

の
・條

て
後

述

す

る

。

ま

だ

馴

れ

ぬ

板

屋

，

軒

の

む

ら

時

雨

お

と

を

聞

く

に

も

浩

る

る

袖

か

な

○
新

葉

集

巷

第

十

六
雑

上

の
部

・
培

鏡

第

十

八

「
む

ら

時

雨

」

の
章

、

及

び
太

不

記

巷

第

二

に
出

。
新

葉

集
に

は
．詞

書

な

く
、、

い
か

な

る
時
，の
御

製

と
も

こ

と

わ

つ

て
な

い
が

、
培

鏡

に
は

こ
ま

ご

ま

と

前

置

が
書

か
れ

て
あ

る

。

す

な

は

ち

、
　

翌
ハ
波

羅
の

北
な

る

檜

皮

屋

に
は

も

と

よ

り
両

院

春

官

お

は

し

ま

せ
ば

ヽ

南

の
板

屋

の

い
と
も

あ

や

し

き

に

、

御

し

つ
ら

ひ
な

ど

し

て

お
は

し

ま
す

に

も

、

い
と

ほ

し

う

か

た

じ

け

そ

し

。

間

近

き

程

に
、

萬

聞

し

召

し

、

御

覧

じ

鯛

る

る
事

ご

と

に

つ
け

て
も

、

い
か

で
か

御

心
動

か

ぬ

や
う

は

あ

ら

ん
。

日
惜

し

う

思

し

飢

る

。

な

ら

は

ぬ

御

や
ど

り

に
、

時

雨

の
音

さ

へ
は

し

た

な

く

て
」

云

々
。

小

論

の
積

り

で
歴

史

を
書

い
て

ゐ
る

所

が
窺

は

れ

る

。

檜

皮

屋

の
立

派

な

建

築

の
方

に
は

武

家

方

の
後

伏

見

・
花

園
雨

院

及

び

皇

太

子

を

大

切

に
移

し

置

き

ま

ゐ

ら

せ
、

粗
末

な

板
屋

の
方

に
前

述

有

王

山

で

賊

手

に
落

ち

給

う
た

後
醍

醐

天
皇

を

幽

閉

し

ま
あ

ら

せ
た

と

、

書

い

て

み

る
。

○
・ま

だ

馴
れ

ぬ

、
ま

だ
住

み

馴
れ

ぬ
。

さ

ら

し

ぐ
れ

、

晩

秋

か

ら
久
べ

か

け

て
、

は

ら

は

ら

と
降

る

駿

一一一一一



二

四

た
だ
音
を
聞
い
た
だ
け
で
も
、

此
の
御
製
、
太
不
記
に
は

「
住

梅
松
論
に
は
第

一
句
だ
け

「
住

ゑ

の

笙

雨

の
こ
と
。
ず
ピ
♂

ぐ
ピ
ピ
ピ
ポ
が
ぽ
が
が

ヽ
袖

に
降

り
か
か

る

の
で
は
な
く
、

我

が
袖
は
浩
れ

る

ヽ
。
さ
び
し
さ
に
御
潤

で
御
衣

の
燥

ふ

こ
と
を
意

味
し

て

ゐ
る
。

み
馴
れ

ぬ
板
屋

の
軒

の
む

ら
時
雨

お
と
を
き
く

に
も
袖
は
浩
れ

け
り
」

と
あ
り
、

み
な
れ

ぬ
」

と
憂

つ
て
ゐ
る
。

い

の

ち

あ

れ

ば

こ

や

の

軒

端

の

月

も

見

つ

又

い

か

な

ら

む

ゆ

く

す

○
増
鏡
第
十
九

「
久
米

の
さ
ら

山
」

の
章

に
出
。
賓
算

四
十

五

の
御
時
。

天
皇

に
は

五
箇
月

あ
ま
，

六
波

羅
に

幽
閉

せ
ら
れ

給

ひ
、

元
弘

二
年

三
丹

七

日
御
出
奎

。
隠
岐

の
遠
島

に
向

つ
て
遷
幸

あ
そ
ば
さ
れ
た

。
内
侍

の
三
位

（
廉

子

・
後

の
新
待
賢
門

院
）

・
行

房
中
落

・
忠
頴

少
落
な

ど
少
数

の
人

々
が
供
奉
し
た
”
笠
八

日

の
晩
、
撮

津

昆
陽
野

の
宿

に
御
著

き

の
際

の
御

製
で
あ
る
。

○

い
の
ち

あ
れ
ば

、
憂

き
身
な

が
ら

に
、
な
ま
な
か

い
の
ち

長
ら

へ
居

る

が
ゆ

ゑ
。

こ
や

の
軒
端

の
、
地
名

の
昆
陽
と
、
御
休
泊

所

の
小
屋

と
を
両

方
利
か

せ

て
あ

る
。
拾
遺
集

の

「
葦

の
葉

に
か
く
れ

て
住

み
し
津

の
國

の
こ
で
も

あ
り
は

に
各
は

家
に
け
り
」

と

同
様

の
技
法
。

又

い
か
な
ら
む

行
末

の
そ
ら

、

い
の
ち

あ
る
故
に
、
斯

か

る
匝
屋

の
軒
も
る
月
光
を
眺

め
ね
ば

な
ら

ぬ
境
涯

に
落

ち
た

の
だ
。
乍

併
、

こ
れ

か
ら
な
ほ
逢

々
と
隠
岐

ま

で
行
く

。

生
き

て
ゐ
た
な
ら

ば
、
此

の
こ
や

の
月

光
ど

こ
ろ
で
な
く

、
も

つ

と
淋

し
く
、
も

つ
と
す
さ
ま
じ

い
も

の
を
見
ね

ば
な
ら
ぬ

の
で
あ
ら

う
。
ど
う
成

り
ゆ
く
事

か

と
、
幕

末

の
御
身

の
上
を
思

ひ
煩
ら

ひ
給

う
た

の
で
あ
る
。

僚

の
滞

ん

で

ぅ

き

世

を

わ
た

る

身

の

う

ら

，

午

し

き

は

海

人

の

釣

般

○
増
鏡
融
章
に
出
。
而
原
（現
在
の
兵
庫
邊
）
か
ら
御
般
に
召
さ
れ
、
配
海
に
出
で
給
ふ
途
中
、
明
石
の
浦
邊

り
に
て
ぃ
御
製
。
水
の
泡
の
如
く
清
ぇ
て
も
し
ま
は
ず
に
、
浮
き
な
が
ら
此
の
世
を
漂
ひ
渡
る
現
在
の
わ
が
身
に

―

…

‐
・

こ
卜

，

ｒ

”

Ｌ
ヒ

≫

卜

己

ゝ

‥

デ

識

５
魚

匝

Э
的
賠

ど

も

で

あ

る

、

と

の
御

威

慨

。

陰

暦

二

月

中

頃
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い
の
ち

あ
る
散

に
、
斯

か

る
晒
屋

の
軒
も
る
月
光
を
眺

め
ね
ば

な
ら

ぬ
境
涯

に
落

ち
た

の
だ
つ
乍

併
、

こ
れ

か
ら
な

ほ
逢

々
と
隠
岐

ま

で
行

く
。

生
き

て

ゐ
た
な
ら

ば
、
此

の
こ
や

の
月

光
ど

こ
ろ
で
な
く

、
も

つ

と
淋

し
く
、
も

つ
と
す
さ
ま
じ

い
も

の
を
見
ね

ば
な
ら

ぬ

の
で
あ
ら

う
。
ど

う
成

り
ゆ
く
事

か

と
、
幕

末

の
御
身

の
上
を
思

ひ
煩
ら

ひ
給

う
た

の
で
あ
る
。

水

の

の
沿

え

で
ぅ
き
世

を
わ
た

る
身

の
う
ら

や
ま
し

き

は

の
釣
船

○
壇
鏡
日
章

に
出
。
祠
原

（
現
在

の
兵
庫
邊
）
か
ら
御
般
に
召
さ
れ
、
内
海
に
出
で
給
ふ
途
中
、
明
石

の
浦
邊

り

に
て
の
御
製
。
水

の
泡

の
如
く
沿
え
て
も
し
ま
は
ず
に
、
浮
き
な
が
ら
此

の
世
を
漂
ひ
渡
る
現
在

の
わ
が
身

に

は
、
羨
し
く
思
は
れ
る
の
は
此

の
心
配
も
な
げ
な
る
漁
師

の
釣
般
ど
も
で
あ
る
、
と

の
御
威
慨
。
陰
暦
二
月
中
頃

の
事
と
で
・、
春
深
く‥
、
海
上
は
麗
ら
か
に
霞

み
わ
た

つ
て
ゐ
る
。
そ
こ
に
〉

心
な

い
海
人
ど
も

の
、
氣
楽
き
ぅ
に

見
え
る
生
業
を
、　
一
天
萬
来

の
君
主
が

「
う
ら

や
ま
し
」

と
仰
せ
給
う
た

の
で
か
る
。

○
ポ
が
が
、
が
、
が
ピ
は

縁
語
。
わ
た
る
、
釣
船
も
縁
語
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

あ

は

れ

と

は

汝

も

見

る

ら

む

我

が

民

を

思

ふ

心

は

今

も

か

は

ら

ず

Ｏ
壇
鏡
同
章
に
出
。

「
十
七
日
、
美
作

の
國
に
お
は
し
ま
し

つ
き
ぬ
。
御
心
地
な

で
ま
し
く

て
、

て
の
國
に
二

三
日
や
す
ら
は
せ
給
ふ
程
、
か
り
そ
め
の
御
や
ど
り
な
れ
ば
、
物
深
か
ら
で
、
候
卜
限
り

の
識
翼
ど
，
ヽ

お
の
づ

か
ら
け
ぢ
か
く
見
奉
る
を
、
ぁ
は
れ

に
め
で
た
し
と
思
ひ
聞
ゆ
。
君
ゞ
思
し
績
く

る
こ
ど
ぁ
り

て
」

と
し
て
、
此

の
御
製
を
載

せ
て
ゐ
る
。
美
作
山
中

の
行
在
で
、
警
術

の
武
士
共
と
二
三
日
近
づ
き
給
う
て
、
彼
等
に
仰
せ
掛
け

ら
れ
た
御
述
懐
で
あ
る
。

○
武

士
共
よ
、
批

の
わ
れ
を
氣

の
毒
と
は
汝
等

の
腱
に
も
見
え
る
で
ぁ
ら
ぅ
。
斯
う

い

ふ
境
涯
に
落
ち
な
が
ら
も
、
我

が
蒼
生
等

の
上
を
案
じ
煩
ら

ふ
心
情
は
、
唯
今
も
少
し
も
舞

つ
て
ゐ
な

い
我
で
あ

，　
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る

も

の
を

。

Ｏ
ま

こ
と

に

、

帝

王

に

の
み

あ

る

深

ょ

そ

に

の

み

思

ひ

ぞ

ヤ

リ

し

思

ひ

き

や

民

の

か

ま

ど

を

か

く

て

見

む

と

は

○

増

鏡

同

章

に
出

。

す

ぐ

績

い
て
此

の
御

製

。

そ

の
美

作

山
中

の
行

在

と

な

つ
た

民

家

で
、

軒

か

ら

立
ち

騰

る

炊

事

の
塵

を

御

覧

あ

そ

ば

さ
れ

て
、

「
今

迄
は

、

竃

土

と

い
ふ

の
は

い
か

な

る

物

砂

と

お

ほ

よ

そ

に

想

像

し

て

の

み

ゐ
た

の
で

あ

つ
た

。

思

は

ざ

り

き

、

か

か

る

旅

に
出

て
、

民

家

の
厨

の
有

様

を

か

く

ま

の
あ

た

り

見

よ

う

も

の

と

は
」

と

仰

せ
ら

れ

た

の
だ

。

お

な

じ

く

帝

王

が

「
民

の
か

ま

ど
」

を

眺

め
給

ふ

に

し

て
も

、

「
高

き
た

に
登

り

て
見
」

た

ま

ひ
し

古

と

は

審

壌

の
差

で

あ

る
。

聞

き

お

き

し

久

米

の

さ

ら

山

越

え

行

か

む

道

と

は

か

ね

て

思

ひ

や

は

せ

し

○

増

鏡

同
章

に

出

。

此

の
山
は

、

古
今

集

に

「
美

作

や

久

米

の
さ

ら

山
塔

ら

さ

ら

に
我

が
名

は

立

て

じ

萬

代

ま

で

に
」

と

詠

ま
れ

た

歌

枕

な

の
で

、

有

名

だ

か

ら

、

天
皇

も

か

ね

て
か

ら

そ

の
名

は

聞

い
て

い
ら

せ
ら
れ

た

の
で

ぁ

る
。

遷

幸

の
途

夭

な

し

な

く

も

そ

の
山

の
あ

た

，

を

越

え
給

う

て

「
か

ね

て
名

こ
そ

は

聞

き

お

い
た

が

、
斯

か

る

有

様

で

此

の
山
を

越

え

よ

う

と

は

、

夢

に

も

思

つ
た

こ
と

か

、

思

ひ
は

し

な

か

つ

た
」

と

御
嘆

息

遊

ば

さ
れ

た

。

御
フト
持
と
拝
察
す
る

○
培
鏡
同
章

に
出
¨
出
雲

國
に
て
、

四
月

一
日

の
御
製
。

「
一
定

ノ
季
節

二
一
定

ノ
衣
服

フ
改

メ
テ
着
用

ス
″

コ
ト
、

陰
暦
四
月

一
日
は
更
衣
の
日
で
あ
る
。
更
衣
と
は
、

中
古

′、
、
陰
暦
四
月
朔
日
ヨ
リ
袷
ヲ
着
″
、
寒
ク
レ



で
に
」

と
詠
ま
れ

た
歌

枕
な

の
で
、
有

名
だ
か
ら
、

天
皇

も
か
ね

て
か
ら
そ

の
名
は
聞

い
て

い
ら

せ
ら
れ

た

の
で

あ
る
。

遷
幸

の
途
夭

は

し
な
く

も

そ

の
山

の
あ
た
，
を
越

え
給
ぅ

て

「
か
ね

て
名

こ
そ
は
聞
き

お

い
た

が
、
新

か

る
有
様

で
此

の
山
を
越

え
よ
う
と
は
、

夢

に
も
思

つ
た

こ
と
か
、
思

ひ
は
し
な
か
つ
た
」

と
御
嘆

息

遊
ば
さ
れ
た

。

さ

も

こ
そ
は

月

日

も

知

ら

ぬ

わ

れ

な

ら

め

し

ヤ

は
″

こ
ろ

も

が

ヘ

○
塘
鏡
伺
章

に
出
。
出
雲

國
に
て
、

四
月

一
日

の
御
製
。
陰
暦

四
月

一
日
は
更

衣

の
日
で
あ
る
。
更

衣
と
は
、

「
一
定

ノ
季
節

二
一
定

ノ
衣
服

ヲ
改

メ
テ
着
用

ス
″

コ
ト
、
中

古

ノ、
、
陰
暦

四
月
朔

日

ヨ
ソ
袷

フ
着

″
、

寒

ヶ

ン

バ
下

二
、

自

小
袖

ヲ
用

キ

″
、　
コ
ン
フ
自
重

卜
云

フ
、

五
月

五
日

ヨ
リ
帷

子

ナ
リ
、
涼

シ
キ
時

ハ
下
衣

ヲ
着

／
一

コ
ン
フ

一
重

が
さ
ね

■
云

フ
、
八
月
十

五
ロ

ヨ
リ
生
絹
、

九
月

九

日

ヨ
リ
綿

入
、
十
月
朔

ロ

ヨ
リ
練

衣

フ
着

ノシ

ナ

リ
、
江
戸
時
代

ナ

ノン

ハ
確
異

ナ

リ
」
と
大

言
海

に
あ
る
。

さ
も

こ
そ
は
、
さ
は
然

で
、

も
は
威
動
詞
を
添

へ
た

の

で
あ
る
。

こ

の
や
外
に

こ
そ
は

い

の
計
。
ポ
ピ
デ
グ
グ
だ
が
が
が
デ
が

ヽ
月

日

の
移
ウ
憂

り
行
く

も
覺

え
ぬ
・我

が

身
な

の
だ
ら
う
。

そ

２
晏
に
、

■
月

も
照
ら
し
給
は

ぬ
我

と

云
ふ
意

も

こ
め
ら
れ

て
ゐ
る
。
今

日
に
や
は

あ
ら
ぬ
、

今

日
で
は
な

い
か
今

日
で
あ
る
。
都

に
御
座
在
０
し
今

迄
は
、

毎
年
今

月
今

日
、

御
袷

に
着
替

へ
給

ヶ
た

、

そ

の

年
中

行
事

の
日
な

る

こ
と

を
、

ふ
と
思

ひ
出

で
給
う

て
、
御
旅
装

の
ま
ま

に
着
替

へ
も
遊
ば
さ
れ

ぬ
唯
今

の
こ
と

を
、
悲
し
ま
れ

た

の
で
あ
る
。

忘

れ

め

で

よ

る

べ

も

浪

の

荒

磯

を

み

腔

の

上

に

と

め

し

心

は

○
新
葉
集
巷
第
八
覇
旅
歌

に
出
。
ｒ
ぴ
ヾ
ピ
ピ
ぴ
ぽ
ど
が

ヽ
身

の
寄

る
邊
も
が
ど

を
だ

に
懸

け
、

そ

の
浪

の
荒

き
磯
な
夕
し
を
、

の
意

。
忘
れ

よ
う
か
、

忘
れ

る

こ
と

で
は

な

い
、
身

の
寄

る
邊

も
な

い
荒
浪

の
渚

で
は

あ

つ
た

一
一
七

せ |‐ |

に



二
入

が
、
幸

に
腔
あ

つ
て
、

そ

の
中

に
身
を
寄

せ
得
た
時

の
心
は
。

○
新
葉
集

の
詞
書
は

「
題
し
ら
ず
」

と
ば
か
リ
レ

て
あ

つ
て
、
如
何
な

る
場

合

の
御
事

を
御
追
懐
あ

そ
ば
さ
れ

た

の
か
剣
明
し
な

い
が
、
新
葉
集

の
左
註

に

「
こ

の

御
歌
は

元
弘
三
年
隠
岐

國
よ
り

忍
び

て
出

で
さ

せ
給

ひ
け
る
時

源
長
年

お
迎

へ
に
ま

ゐ
り

て
船

上
山
と

い
ふ
所

へ

な
し
沐
つ
け
る
程

の
忠
た

め
し
な
か
り
し
事
な
ど
し

る
し

お
か

せ
ま
し
ま
し
け
る
物

の
奥

に
書

き

そ

へ
さ

せ
給

ひ

け
る
と
ぞ
」

と
あ

る
に
よ

つ
て
、
通

論

の
如
く

い
長
年

へ
の
御
製
で
あ
ら

せ
ら
れ

た

の
だ
ら
う
。
但
、
左
註
は
文

腱

か
ら
見

て
も
後
人

の
記

入
に
相
違
な

い
。
櫻

雲
記
に
も
、
　
コ
ニ
月
十

五
日
主
上
震
筆

フ
染

メ
ラ

ン
御
製

フ
長
年

二
賜

ハ
″
」

と
し

て
此

の

一
首
を
出
し

て
居
り
、
伯
者

之
巷

（
群
書

類
徒
巷
第

三
百

七
十

二
）

に
は

そ

の
節

の
勅

書

全
文
を
も
掲
げ

て
ゐ
る
。

世

治

ま

り

民

安

か

れ

と

所

る

こ

そ

一わ

が

身

に

蓋

き

ぬ

お

も

ひ

な

り

け

れ

○
績
後
拾
遺
集
谷
第
十
六

・
雑
歌
中
に
出
。
解
論
を
要
せ
ず
し
て
、
叡
慮
の
程
は
明
ら
か
で
あ
る
。
同
集
は
正

中
二
年
成
立
だ
か
ら
、
此
の
御
製
は
天
皇
印
位
遊
ば
さ
れ
て
、
ま
だ
程
な
き
時
分
の
御
事
で
あ
る
。

斑
夜
は
は

や
あ
け
が
た
と
思
ふ
に
も
心
し
か
な
る
朝
ま

つ
り
ご
と

○
臨
永
集
巷
第
九
雑
歌
上
に
出
。
夏
夜
言
心
。
短
夜
、

「
ほ
と
と
ざ
す
鳴
く
ぐ
五
月
の
み
じ
か
夜
も
」
云
々
と

古
人
の
詠
じ
た
夏
の
夜
の
こ
と
。
朝
ま
つ
つ
ご
と
ヽ

「
天
皇
早
朝
二
正
殿
〓
出
御
ア
リ
テ
政
務
ヲ
聞
シ
メ
ナ
″
″



J

(

イ
f

i

短
夜
は
は

や
あ

け

が
た

と

思

ふ
に

も

心

せ
か

る
る
朝

ま

つ
り

ご
と

○
臨
永
集
巷
第
九
雑
歌
上
に
出
。
夏
夜
言
心
。
短
夜
、

「
ほ
と
と
ざ
す
鳴
く
や
五
月
の
み
じ
か
夜
も
」
云
々
と

古
人
の
詠
じ
た
夏
の
夜
の
こ
と
。
朝
ま
つ
り
ご
と
ヽ

「
天
皇
早
朝

二
正
殿

二
出
御
ア
リ
テ
政
務
フ
聞
シ
メ
ナ
″
″

コ
ト
」
と
大
言
海
に
あ
り
、
長
恨
歌
に
従
此
君
王
不
早
朝
と
あ
る
そ
の
朝
政
事
で
あ
る
。
仲
夏
の
短
夜
も
最
早
、

明
方
に
な
つ
た
と
思
ふ
に
つ
け
て
も
、
心
急
き
立
て
ら
れ
る
、
そ
の
朝
政
事
よ
、
と
政
務
の
御
熱
意
が
歌
は
れ
て

ゐ
る
。

露

よ
り
・も
な

ほ
事

繁
し
萩

の
戸

の
あ
く

れ

ば

い
そ
ぐ
朝

ま

つ
り

ご
と

○
績
後
拾
遺
集
巷
第
十
六
雑
歌
中
に
出
。
前
出
の
御
製
と
全
く
同

一
の
御
心
持
を
歌
ひ
給
う
た
の
で
あ
る
が
、

此
の
方
は
技
巧
が
繊
細
に
出
木
上
つ
て
ゐ
る
。
萩
の
戸
、
清
涼
殿
の
夜
の
御
殿
に
接
し
た

一
室
の
名
で
、
御
障
子

に
萩
の
書
が
描
か
れ
て
あ
る
ゆ
ゑ
、
斯
く
い
ふ
。
あ
く
れ
ば
、
夜
が
明
け
れ
ば
の
意
で
あ
る
が
、
萩
の
戸
が
開
け

れ
ば
と
詞
を
懸
け
て
あ
る
。
露
、
雪
、
萩
は
縁
語
と
し
て
用
ゐ
ら
れ
て
あ
る
。

一
首
の
意
は
、
此
の
頃
は
政
務
多

端
で
、
秋
草
に
置
き
渡
す
露
よ
り
も
繁
い
。
よ
つ
て
、
夜
が
明
け
る
を
待
ち
か
ね
て
、
朝
政
事
に
わ
れ
は
急
ぐ
こ

と
よ
。
○
こ
こ
で
こ
と
わ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
事
は
、
営
時
は
所
謂
里
内
裏
で
、
果
し
て
萩
の
戸
な
ど
有
つ
た
か
否
か

疑
問
な
の
で
あ
る
。
或
は
、
形
式
的
に
、
御
所
の
内
に
持
へ
ら
れ
て
あ
つ
た
か
も
知
れ
ぬ
。
里
内
裏
の
事
は
、
後

出

「
讀
人
不
知
」
ず
だ
ぽ
ガ
ポ
ダ
ダ
ダ
ど
の
歌
の
條
参
照
。
建
武
元
年
正
月
大
内
裏
造
螢
の
議
あ
り
、
同
二
年
二

月
十
八
日
造
内
裏
行
事
所
始
が
あ
つ
た
け
れ
ど
も
、
ヤ
が
て
時
行

（
北
條
）
の
飢
ヤ
奪
氏
の
謀
飯
が
起
つ
た
の
で
、

内
裏
の
御
造
螢
は
そ
の
ま
ま
賞
現
さ
れ
な
か
つ
た
に
相
違
な
い
。
然
る
に
大
手
記
巷
第
十
四

「
長
年
齢
洛
事
附
内

裏
炎
上
事
」
の
章
に
、
延
元
元
年
正
月
十
日
、
奪
氏
入
洛
の
前
肝
、
四
國
西
國
の
兵
ど
も
乱
入
し
て
、
紫
震
殿
の

二
九

ィ

曳

Ｌ

、
オ

）
　

マ
ｃ
ノ

雅

考

ぇ

眠

グ

“

御

彗

て

あ

る

て
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三

〇

御
障
子
を
引
破
り

、
・は

て
は
火
を

放

つ
て
、
　
コ
二
十
六
殿
十

二
濶
」

友

儘

に
婦
し
た
由
、

形
容

澤

山
に
書

い
て
あ

る
。
勿
論

こ
れ
は
作

者

の
架

笙
的

脚
色

で
あ
ら
う
。

い

そ

ぐ

な

る

秋

の

砧

の

音

に

こ

そ

夜

寒

の

民

の

心

を

も

知

れ

○
績
千

載
集

谷
第

五
秋
歌

下
に
出
。
ぽ
ぞ
ど
が
が
プ
が
Ｆ

ヽ
砧
を

打

つ
音

が
秋
ふ
け

て
、

せ
は
し
な
く
な

る
を

云
。

一
軒

や
二
軒

で
は
な
く

、
此
庭

で
も
彼
庭

で
も
打

つ
か
ら
、
な
ぼ
さ
ら
慌
忙
し
く
聞

え
る

の
で
あ

る
。
砧

の

音

が

い
そ
ぐ
と

云
ふ
表
現
は

古
歌

に
屡

々
用

ゐ
ら
れ
た
。
賃

威

で
も
あ

つ
た
ら

う
し
、

又

一
つ
に
は

、
寒

衣
庭

々

催
刀
尺
、
自
帝

城
高
急

暮

砧
と

い
ふ
唐
詩

な
ど

の
影

響

で
も
あ

つ
た
か
も
知
れ

な

い
。
夜
寒

の
民

の
心
を

も
知
れ

ｔ
、
貧

し

い
蒼

生

に
封
す

る
帝

王

の
御

同
情

で
あ

る
。

延
喜

の
帝
は

各
夜
御

衣
を

腕
が

せ
給

う
た
。
撮

政
良
紅

に

は

「
お
ほ
ふ

べ
き
袖

こ
そ
な
け
れ
世

の
中

に
貧

し
き
民

の
寒
き
夜
な
夜

な
」

と

い
ふ
述
懐

の
作

が
あ

つ
た
。

○
此

の
御
製
は
、
隠
岐

か
吉
野
あ
た
り

で

の
御
賞

威
と

一
應
考

へ
ら
れ

る
．。
乍
併

、
長
安

一
片
月
、
高

戸
濤

衣
馨

と

い

ふ
如
く

、
音

の
京
都
は

秋
夜
到

る
所

で
砧

の
槌

の
音
を
聞

い
た

そ
う
で
ぁ
る
。
新

古
今

集

に

「
千
た
び
。打

つ
砧

の

音

に
夢
さ
．め
て
物

思

ふ
袖

の
露

ぞ
く
だ
く

る
」

と
あ
り

、
拾
遺
愚
草

に

「
衣
打

つ
ひ
び
き
に
月

の
影

ふ
け

て
道
ゆ

く

人

の
お
と
も
き

こ
え
ず
」

と
歌

つ
て

ゐ
る
。

此

の
定
家

の
歌

で
観

る
と
、
そ

の
頃

の
京
洛

は

、
満

街
持

衣
夜

沈

沈
と

云
ふ
趣

て
あ

つ
た

に
相
違
な

い
。

天
皇

或
は

、
里
内
裏

の
夜

の
御
殿

に
獨

坐
、
此

の
御
製
を
誦
し
給

う
た

の

で
は
ぁ
る
ま

い
か
つ

天
皇

に
は
、
更

に

一
首
、

「
聞
き
わ
び

ぬ
八

ヽ
月

長
月
な

が
き
夜

の
月

の
夜

さ
む

に
衣
う

つ
聟
」



音

に
夢
さ

め
て
物

思

ふ
袖

の
露

ぞ
く
だ
く

る
」

と
あ
り

、
拾
遺
愚
草

に

「
衣
打

つ
ひ
び
き

に
月

の
影

ふ
け

て
道
ゆ

く

人

の
お
と
も
き

こ
え
ず
」

と
歌

つ
て
ゐ
る
。

此

の
定
家

の
歌

で
観

る
と

、
そ

の
頃

の
京
洛
は

、
満
街
濤

衣
夜
沈

沈
と

云
ふ
趣

で
あ

つ
た

に
相
違
な

い
。

天
皇
或
は
、

里
内
裏

の
夜

の
御
殿

に
獨

坐
、
此

の
御
製
を
誦
し
給

う
た

の

で
は
ぁ

る
ま

い
か
「

天
皇

に
は
、
更

に

一
首
、

「
聞
き
わ
び

ぬ
八
月

長
月
な

が
き
夜

の
月

の
夜

さ
む

に
衣
う

つ
馨
」

‥
と

い
ふ
一御
名

吟
が
一あ
ら

せ
ら
れ

る

・。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　

　

　

　

　

一

一こ

こ

に

て

も

雲‥

居

の

櫻

険

き

に

け

，

た

だ

か

り

そ

め

の

宿

と

思

ふ

に

Ｏ
新
薬
集

巷
第

二
春
歌

下
に
出

て

ゐ
る
、
有
名

な
御
製
。
　
コ

ロ
野

の
行

官

に
お
は
し
ま
し
け
る
時
雲

井

の
櫻

と

て
世
奪

寺

の
ほ
と
り

に
あ
つ

け
る
花

の
険

き
た

る
を

御
覧
じ

て
よ
ま

せ
給

う
け
る
」

と
詞
書

。

こ

の
吉
野

の
山
奥

に

て
も
、
禁

庭

の
名

に
ち

な
ん
だ

「
雲
居

の
さ
く
ら
」

と

い
ふ

の
が
険

い
た

こ
と

よ
。
一わ
れ
は

此
庭
を

京
師
と
は

考

へ
ず
、
唯

ｔ

ば
ら
く

の
、
俄
り

の
住

み
家
と

思

つ
て
ゐ
る

の
に
ゃ
斯

う
御
述
懐

な

さ
れ
た

御

心
中

に
は

、
一
雲
居

櫻

に
慰

め
ら
れ
た

御

心
持
と
、

て

の
花

識
を
成
し

て
永
く

吉
野
を
皇
居
と
す

る

の
で
は
な
か

。
ら
　
，
う
か
と

い
ふ
御
さ

び
し
一さ

‐と

が
、
相
剋
し
て

ゐ
る

の
で
あ

る
「
賓

に
深

い
御
製
と

弄
す

る
。
第

五
句
、
池
藻

暦
な
ど

に
は

「
宿
と

思

一

へ
ど
Ｌ

ヽ
と
一
・
し
て

ぁ

る
が
、
多

分
新
葉
集

を
誤
篤
し
た

の
で
あ
ら
う
。
一
〇
雲
居
櫻

の
詠
は
、

営

時
他

に
も
あ

つ
た
。

そ
れ
は

、

「
み
吉
野

の
雲
居

の
櫻

名

に
し

お
は

ば
早

ヽ
都

の
春
を
見
せ

な
む
」

と

い
ふ
、

天ヽ
授

元
年

五
百
番
歌

合

‐の
ダ
長
慶

天
皇

御
製

で
あ

る
。
現
今

、
上
千
本
南

方

の
山
腹

、
峰

入
り

の
道

の
傍

に
、
名

所
と

し

て

「
雲

井
櫻
Ｌ
‘

な
る
古
木

が
残

つ
て

ゐ
る
。

御

製

の
歌

序
に

‥あ

る

「
世
奪

寺
」

が
果

し

て
此
の

邊

で
あ

つ
た

か
否
か
剣
明

‐
し
な
、い
“

櫻

樹
は
短
命

で
あ

る
か
ら
、
・現
今

の
雲

井
櫻
は

、
植

ゑ

つ
ぎ
植

ゑ

つ
ぎ
、
何
代

目

の
で
あ

る
か
も
、‥
わ

か
ら
な

い
。

乍
併

、
御
製

の
遺
烈

に
よ

つ
て
、
花

の
名
は

永

久
に
残
る
。

一

・

・
　

　

　

　

　

・

一
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・

´

一一一
一
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花

に

寝

て

ょ

し

や

吉

野

の

よ

し

み

づ

の

枕

の

下

に

石

走

る

お

と

○
元
藤
九
年
出
版
只
原
盆
軒
著

「
和
州
巡
覧
記
」
、　
そ
の
他
二
三
の
書
に
出
。
三
十
三
所
固
合
に
も
所
載
。

「帝
京
都
を
逃
れ
さ
せ
給
ひ
、
先
づ
営
院
へ
行
幸
あ
り
て
行
官
と
し
、
後
に
賓
城
院
に
移
り
給
ふ
。
此
院
の
床
を

枕
と
し
て
詠
み
給
ひ
し
御
歌
」
と
あ
る
。
吉
水
院
は
戒
王
堂
を
南
に
距
る
約
二
町
、
道
路
か
ら
左
側
に
結
々
低
下

し
、
如
意
輪
寺
を
隔
て
る
深
い
谷
の
上
に
位
置
す
る
。
漢
流
の
音
は
渥
曖
と
し
て
、
正
し
く
下
か
ら
．聞
え
て
家
る
。

今
日
の
た
た
ず
ま
ひ
も
、
御
製
の
通
り
だ
。
ょ
し
や
吉
野
の
吉
水
の
と
頭
韻
を
踏
ん
だ
律
呂
の
滑
ら
か
さ
は
、
滞

ら
ぬ
永
の
流
れ
を
想
は
せ
る
。
此
の
一
普
、
新
葉
集
に
も
、
そ
の
他
営
時
の
苦
文
献
に
も
見
営
ら
な
い
け
れ
ど
も
、

惜
し
い
の
で
、
徳
川
時
代
の
書
物
を
信
じ
て
、
こ
こ
に
載
せ
る
。
○
中
村
直
勝
氏
著

「
南
朝
の
研
究
」
に
、
次
の

や
う
に
書
い
て
あ
る
。
天
野
山
金
剛
寺
の
秘
文
書
な
る

「輝
恵
奥
書
」
に
よ
る
と
、
延
元
元
年
十
二
月
十
一
日
花

山
院
を
私
か
に
出
御
し
給
う
た
後
醍
醐
天
皇
は
神
器
を
奉
じ
て
吉
野
に
入
御
し
給
う
た
。
共
の
御
道
筋
に
先
づ
賀

名
生
に
到
着
さ
れ
た
事
が
、
大
手
記
並
に
梅
松
論
に
は
記
し
て
居
る
け
れ
ど
も
、
紳
皇
正
統
記
等
南
朝
側
の
史
料

と
し
て
最
も
有
力
な
も
の
に
は
何
等
の
記
述
が
な
い
。
然
る
に
薄
恵
奥
書
第
七
に
よ
れ
ば
、
十
三
日
賀
名
生
に
入

御
、
十
八
日
吉
野
に
行
幸
と
あ
つ
て
、
大
手
記
等
の
記
事
を
一暴
書
す
る
事
と
な
る
と
同
時
に
、
吉
野
着
御
の
日
も

大
橙
は
十
八
日
と
推
定
し
得
る
。
○
島
津
久
基
氏
は
此
の
御
製
を
解
繹
し
て
、

「
花
の
吉
野
の
行
官
の
風
雅
を
御

詠
じ
遊
ば
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
御
詞
の
裏
に
は
萬
来
の
奪
き
御
身
を
以
て
、
こ
の
山
奥
の
谷
水
の
せ
せ



と
ｔ
て
最
も
有
力
な
も

の
に
は
何
等

の
記
述
が
な

い
。
然

る
に
薄
恵
奥
書
第
七
に
よ
れ
ば
、
十
三

日
賀
名
生
に
入

御
、
廿
八
日
吉
野
に
行
幸
と
あ

つ
て
、
大
手
記
等

の
記
事
を
裏
書
す
る
事
と
な
る
と
同
時
に
、
吉
野
着
御

の
日
も

大
證
は
十
八
日
ど
推
定
し
得
る
。

○
島
津
久
基
氏
は
此

の
御
製
を
解
繹
し

て
、

「
花

の
吉
野

の
行
官

の
風
雅
を
御

詠
じ
遊
ば
ぎ

れ
た
も

の
で
あ
る
が
、
そ

の
御
詞

の
裏

に
は
萬
乗

の
奪
き
御
身
を
以

て
、

こ
の
山
奥

の
谷
水

の
せ
せ

ゲ

ぎ
を
御
枕

に
聞
召
し
給

ふ
御
銀

苦
と
、

そ
れ
を
Ｆ
ピ
ぐ

とヽ
紛‐
ら
し

て
、
却

つ
て
花

に
寝

る
風
流

に
御
執
，
な
し

遊
ば
さ
れ
た

勿
證
な

さ
が
斧
察

さ
れ

る
」

と

言

つ
て

ゐ
る
。

都

だ

に
さ

び
し

か
り
し

を

雲
晴
れ

ぬ
吉
野

の
奥

の
さ

み
だ
れ

の
頃

○
新
葉
集
巷
第
二
夏
歌
に
出
。　
コ
ロ
野
の
行
官
に
て
う
へ
の
を
の
こ
ど
も
題
を
探
り
て
歌
よ
み
侍
り
け
る
つ
い

で
に
五
月
雨
と
い
ふ
こ
と
を
よ
ま
せ
給
う
け
る
」
と
詞
書
。
う
へ
の
を
の
こ
、
殿
上
人
。
都
だ
に
、
こ
の
だ
に
は

で
さ
へ
も
の
意
。
こ
の
梅
雨
は
、
悩́
々
た
る
御
心
の
曇
り
か
ら
降
る
雨
な
の
で
、
普
通
の
さ
び
し
さ
と
は
違
ふ
。

の
川

上

ほ
ど

近
し
所

ら

ば
霧

れ

よ
さ

み
だ
れ

の
笙

○
新

葉

集

巻

第

十

六
雑

上

に
出

。

「
芳

野

の
行

官

に

て

五

月

雨

時

間

な

か

り

け

る

頃

雨
師

の
祗

へ
止
雨

の
奉

幣

使

な

ど

た

て

ま

つ
ら
れ

け

る

頃

思

召

つ
づ

け

さ

せ
給

う

け

る
」

と

詞
書

。

此

の
吉

野

の
里

は

雨

師

神

の
鎮

ま

り

給

ふ
丹

生

の
川

上

に

程

も

な
く

近

い
庭

で
あ

る
。

わ

れ

此

庭

に

ゐ

て
奉
幣

使

を

遣

し

て
所

る

な

ら

ば
神

も

そ
れ

を

享

け

給

ひ

て
、

雨

は
上

ん

で
く

れ

よ

、

此

の

心
も

暗

く

な

る

や
う

な

五

月

雨

の
霧

雨

よ

。

○
丹

生

川

上

、

吉

野

山
南

の
漢

で
南

吉

野

村

字

丹

生

の
地

。

こ

こ
に

は

丹

生

川

上

神

祗

或

は

雨

師

紳

祗

と

申

し

て

所

雨

の
大

祗

あ

つ

て
中

世

に

は

二
十

二
祗

中

に

列

せ
ら

れ

た

。

又

此

の
紳

祗

ょ

り

も

一
里

ば

か

り

上

流

に
椿

谷

雨

師

模

の
観

音

堂

な

る

も

の

あ

り

天
皇

の
所

り

給

う

た

の
は

こ

の
観

音

堂

な

る
由

、

名

所

固
含

に
あ

る
。

○

名

所

固

檜

の
読

の
根
像

は

不
明

で

一一一一二

こ

の

里

は

丹
に

さ、生 `



〓

四

や
は
り
丹
生
川
上
神
祗

に
所
り
給

う
た
と
解
す

る
が

正
し

か
ら

う
。
類
衆

三
代
格

に

「
昔
此
紳

教
し
給

は
く
、

人

馨

の
聞
え

ぬ
深

山
吉
野
丹

生
川
上

に
我
官
桂
を

建

て
敬

奉
ら

ば
、
甘
雨
を
降
ら
し

て
霧

雨
を

止
給
は
む
と

教
給

ひ

き

、
故
宮
走
を
造
り

て
仕
奉
り

き
」
・
云

々
。

又
早

に
は

黒
馬
、
霧

雨

に
は
白
馬
を
奉
り

て
所

る
と

古
書

に
見

え
る
。

な

が

む

る

そ

同

ｔ

笙

と

ぞ

知

ら

せ

ば

で

故

郷

人

も

月

は

見

る

ら

む

○
新
葉
集
巷
第

八
覇
旅
歌

に
出
。
隠
岐
と
か
吉
野
と

か
、
さ

そ
う

の
、
京
都

を
遠
く

離
れ

た
所

で

の
御
威
慨
と

弄
察

す
る
ｏ

ｒ
が

だ

ヽ

天
皇

が
故
郷

と

仰

せ
ら
れ

る
所
は
京
都

の
外

に
な

い
。

故
郷

人

は

そ

の
京
都

に

ゐ
る
故
奮

達
と

い
ふ

こ
と
。
今

夜
斯

う
し

て
我

が
も

の
と

思

ひ
な
が
ら
現

て
ゐ
る
笙
は

、

「
汝
等

の
な
が

め
て

ゐ
る

天
と

同

じ

天
で
あ

る
」

と

知
ら

せ
て
ヤ
リ

た
く

思

ふ
、
京
都

の
故
奮
等
も
お
そ
ら
く

此

の
月
光
を
見

て

ゐ
る
で
あ
ら

う
か

ら
。

西
行
法
師

の

「
月
見

ば
ど
契
り

て
出

で
し

ふ
る
さ
と

の
人

も

で
今
宵
袖

ぬ
ら
す
ら
む
」

と

い
ふ
旅
中

吟
も
、

自
楽

天

の
三
五
夜
申
新

月
色

、

二
千
里
外

故
人

心
と

い
ふ
詩

句
も
、
略

お
な
じ

そ
う
な

心
持

で
あ

る
。
・　

　

　

・

臥

し

わ

び

ぬ

霜

さ

む

き

夜

の

床

は

荒

れ

て

袖

に

は

げ

し

き

山

お

ろ

し

の

風

○
新
葉
集

巷
第
六

各
歌

に
出
。

「
吉
野

の
行

官
に

て
よ
ま

せ
給
う
け
る
御
歌

の
中

に
」

と
詞
書
。

臥
し
わ

び
ぬ
、

寝

よ
う
と
し
・て
，
寝

ら
れ

ぬ
、

の
意
。
床

は
荒
れ

て
、
臥
沐

ぼ
荒
れ

て

の
意

で
あ

る
が
、
多

分
、
山
風
に
御
寝

所

の
雌
」

な
ど
が
吹

き
倒
さ
れ

る
や
う
な
蒸
ぽ

じ

い
有
檬

そ

言
は
れ

た

の
で
あ
ら

う
。

Ｏ
ピ
げ
が
ず

ヽ
後

醍
醐

天
皇

，吉
野
に
溜
幸
ｔ
・給
う
た
時
一
先
グ
吉
水
・院
に
入
ら
せ
ら
れ
て
、
行
官
と
し
、
後
に
金
輸
王
寺
賞
城
院
に
移
ら
せ
給

う
た
¨
こ
れ
を
金
輪
王
寺
御
所
と
云
。
吉
水
院
も
賓
城
院
も
、
金
峰
山
蔵
王
堂
の
供
信
房
で
あ
う
た
。
こ
れ
ら
の

佛
閣
信
堂
は
、
正
不
三
年
一
月
十
五
口
、
賊
軍
の
記
入
に
よ
つ
て
皆
兵
人
に
罹
つ
た
。　
　
　
　
　̈
　
　
　
　
一



月

―

オ

こ

汲

界

ｔ

ｔ

２

露

“

笏

例

荒

ね

て

補

に

は

げ

し

き

山

お

ろ

し

の

風

○
新
葉
集

巷
第
六
各
歌

に
出
。

「
吉
野

の
行

官

に

て
■
ま
せ
給

う
け

る
御
歌

の
中

に
」

と
詞
書
。
ば
ピ
が
ど
が

ヽ

寝

よ
う
と
し
一て
，
寝
ら
れ

ぬ
、

の
意
。
床

は
荒
れ

て
、
臥
林

は
荒
れ

て

の
意

で
あ

る
が
、
多

分
、

山
風
に
御
寝

所

と
は
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‥
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）ら
う
。

Ｏ
吉
野
行

官
、
後

醍
醐

天
皇

の
帷

慢
な
ど
が
吹
き
倒
さ
れ

る
や
う
な
荒
涼
じ

い

‐有
慌

を

言
は
れ

た

の
で
あ

苛
野
に
溜

幸
ｔ
給
う
た
時

ヽ
先
づ

吉
水
院

に
入
ら

せ
ら
れ

て
、
行
・官
．と
し

、
後

に
金
輪

王
寺
賞

城
院

に
移

ら

せ
給

う
た
。

こ
れ
を
金
輸

王
寺

御
所
と

云
。

吉
水
院

も
賞

城
院

も
、
金
峰

山
蔵

王
堂

の
供
信
房

で
あ
う

た
。

こ
れ

ら

の

佛
閣

信
堂
は
、

正
不
三
年

一
月

十
五
月
、
賊
軍

の
観

入
に

‐よ

つ
て
皆
・兵
火

に
罹ヽ

つ
た
。

身

に

か

へ

て

思

ふ

と

だ

に

も

知

ら

せ

ば

や

民

の

心

の

治

み

が

た

さ

を

〇
新
葉
集

巷
第
十

八
雑

下
に
出
「

賓
算

四
十
八

の
御
時
。

「
建
武

二
年

う

へ
の
を

の
こ
ど
も
題

を
探
つ

て
千
首

の
歌

つ
か
う
ま

つ
つ

け
る
次

に
」

と
詞
書
。
デ
で
ぴ
ピ
ぴ
♂

い
殿

上
人

の
こ
之
。
グ
ピ
が
で

で

ヽ
我

が

い
の
ち

に

も
代

へ
て

の
意

。
蒙

古

の
家
襲

迫

つ
た

文
永

五
年

四
月

、
義

山

天
皇

に
は
震
筆

喧
命
を
伊
勢
大
廟

に
奉

つ
て
ヽ
身

を
以

つ
て
國
難

に
代
ら
む
と
所

願
し
給
う
た
。

そ
れ

と

同
じ
大
御
，心
そ

の
で
あ

る
。

國
家

の
潟

が
、
蒼

生

の
篤

め

に
は
、　
一
天
萬

来

の
奪

鐙

も
顧

み
な

い
と

云
ふ
、
長
多

い
大
御

心
な

の
で
あ

る
。

建
武

二
年
と

い
へ
ば
、
中
興

の

業
成

つ
て
幾
何
も
後

い
の
に
、
奪

氏
が
孫
倉

に

‐
反
旗
を
献

し
た
年
だ
。
民

心

の
響
背
常
無
き
を

痛
嘆
し
給
う

て

の

御
製
ど

拝

せ
ら
れ

る
。

民

心
正
し
き

に
響

つ
て
國
家
さ

へ
安
泰
を
得

る
な
ら

ば
、
我

が

い
の
ち
を

そ
れ

に
代

へ
度

く

思

つ
て
ゐ
る
ヽ

こ

の
心
を
人
民
等

に
認
識

さ

せ
度

い
も

の
だ
と
嘆

き
給

ふ
の

で
あ

る
。

こ

と

問

は

む

人

さ

へ

稀

に

な

，

に

け
‐
り

わ

が

世

の

末

の

程

ぞ

知

ら

る

る

‐
○
新
葉
集
巷
第
十
九
哀
傷
歌
に
出
。
賓
算
五
十

一
の
御
時
。
詞
書

「
吉
田
前
内
大
臣
右
大
舞
満
忠
な
ど
打
つ
づ

一二
五
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一二
一ハ

き
身
ま
か
り
に
け
る
頃
思
召
つ
づ
け
さ
せ
給
う
け
る
」
吉
田
前
内
大
臣
、
後
出

「
吉
田
定
房
」
の
條
参
照
の
事
。

ポ
ガ
デ
ぽ
ｒ
、
坊
門
清
忠
の
こ
と
。
こ
の
二
人
と
も
延
元
三
年
に
売
去
。
政
務
を
諮
詢
し
て
い
ろ
い
ろ
忠
告
を
し

て
も
ら
は
う
と
思
ふ
重
臣
等
も
年
々
凋
落
し
、
今
年
は
又
二
人
ま
で
績
け
て
亡
く
し
て
し
ま
つ
た
。
わ
が
世
も
末

０

０

０

０

０

に
近
づ
い
た
事
が
し
み
じ
み
知
ら
れ
る
。
○
わ
が
世
の
末
と
悲
し
い
御
述
懐
を
あ
そ
ば
さ
れ
て
、
翌
年
崩
御
。

露

の
身
を
草

の
ま
く
ら
に
置
き
な
が
ら
風
に
は
よ
も
と
頼
む
は
か
な
さ

○
新
葉
集
同
春
に
出
。
賓
算
五
十
二
の
御
時
。

「
吉
野
の
行
官
に
お
ま
し
ま
し
け
る
頃
御
心
地
例
な
ら
ざ
り
け

る
を
御
風
の
氣
な
れ
ば
定
め
て
早
く
お
こ
た
ら
せ
給
は
む
ず
ら
む
な
ど
人
の
申
し
け
れ
ば
」
と
詞
書
。
か
り
そ
め

の
御
風
邪
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
や
が
て
御
快
癒
疑
ひ
そ
い
由
を
侍
臣
等
が
言
上
し
た
。
す
る
と
、
天
皇
に
は
、

さ
う
軽
い
事
と
は
思
召
さ
れ
ず
、
殆
ど
御
辞
世
か
と
も
昇
せ
ら
れ
る
や
う
な
御
製
を
あ
そ
ば
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

露
の
如
く
沿
え
易
く
も
ろ
い
身
を
、
し
か
も
旅
先
の
草
枕
に
臥
し
な
が
ら
、
風

（
風
邪
）
ぐ
ら
ゐ
に
は
よ
も
や
大

事
は
あ
る
ま
い
と
、
そ
ら
頼
み
に
頼
ん
で
ヽ
み
づ
か
ら
慰
め
る
こ
と
の
は
か
な
さ
よ
、
の
意
。
露
、
草
、
風
は
縁

語
。
○
天
皇
は
延
元
四
年
八
月
十
六
日
、
吉
野
の
行
官

（賃
城
院
）
で
崩
御
あ
そ
ば
さ
れ
た
。
そ
の
御
時
の
こ
と

は
、
紳
皇
正
統
記
念
之
六
に
、

「
さ
て
も
八
■
の
十
日
餘
六
日
に
や
、
秋
霧
に
侵
さ
れ
さ
せ
給
ひ
て
、
崩
れ
ま
し

ま
し
ぬ
と
ぞ
聞
え
し
」
と
記
し
て
あ
る
。
著
者
親
房
は
此
の
時
常
陸
小
田
城
に
在
つ
て
、
弄
聞
し
た
の
で
あ
る
。

大
手
記
に
は
、
倦
第
二
十
一
「
先
帝
崩
御
事
」
の
章
に
頗
る
詳
細
に
記
述
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
八
月
九



語
。
○
天
皇
は
延
元
四
年
八
月
十
六
日
、
吉
野

の
行
官

（
賞
城
院
）
で
崩
御
あ
そ
ば
さ
れ
た
。
そ

の
御
時

の
こ
と

は
、
紳
皇

正
続
記
巷
之
六
に
、

「
さ

て
も
八
■

の
十
日
餘
六
日
に
や
、
秋
霧

に
侵
さ
れ
さ
せ
給

ひ
て
、
崩
れ

ま
し

ま
し
ぬ
と
ぞ
聞
え
し
」
と
記
し

て
あ
る
。
著

者
親
房
は
此

の
時
常
陸

小
田
城
に
在

つ
て
、
寿
聞
し
た

の
で
あ
る
。

大
手
記
に
は
、
港
第

二
十

一

「
先
帝
崩
御
事
」

の
章

に
頗
る
詳
細
に
記
述
し
て
ゐ
る
。
そ
れ

に
よ
る
と
、
八
月
九

日
．．御
褒
病
、
僅
七
日
の
間
に
御
大
事
に
な
ら
せ
給
う
た
の
で
あ
つ
た
。

「
険
則
早
世
の
後
に
は
、
第
七
の
官
を
天

子
の
位
に
印
奉
り
て
、
賢
士
忠
臣
事
を
謀
り
、
義
貞
義
助
が
忠
功
を
賞
し
て
、
子
孫
不
義
の
行
な
く
ば
、
股
肱
の

臣
と
し
て
天
下
を
鎮
べ
し
。
思
之
故
に
玉
骨
は
縦
南
山
の
苔
に
埋
る
と
も
、
魂
塊
は
常
に
北
瀾
の
天
を
望
ん
と
思

ふ
。
若
命
を
背
義
を
軽
ぜ
ば
、
君
も
縫
股
の
君
に
非
ず
、
臣
も
忠
烈
の
臣
に
，非
じ
と
、
委
細
に
綸
言
を
残
さ
れ
て
、

左
の
御
手
に
法
華
経
の
五
念
を
持
せ
給
、
右
の
御
手
に
は
御
剣
を
按
て
、
八
月
十
六
日
の
丑
剋
に
、・
速
に
崩
御
成

に
け
り
。」
「
策
て
遺
勅
有
し
か
ば
、
御
絡
焉
の
御
形
を
改
め
ず
、
棺
榔
を
厚
く
し
、
御
座
を
正
し
て
、
吉
野
山
の

麓
、
蔵
王
堂
の
良
な
る
、
林
の
奥
に
回
丘
を
高
く
築
て
、
北
向
に
奉
葬
。」

か
う
し
て
た
だ
か
り
そ
め
の
宿

（前

出
御
製
参
照
）
と
思
召
さ
れ
た
山
中
を
永
久
の
御
座
と
な
し
給
う
た
の
で
あ
つ
た
。

二
　
後
村
上
天
皇
御
製
九
首

第
九
十
七
代
の
天
皇
。
御
諄
は
義
良
。
後
醍
醐
天
皇
第
七
皇
子
、
御
母
新
待
賢
門
院
藤
原
廉
子
。
元
弘

延
元
の
間
、
北
畠
顧
家
を
従
へ
て
奥
物
を
討
伐
し
給
ふ
こ
と
再
度
。
延
元
三
年
秋
、
三
度
任
國
奥
州
へ
赴

か
れ
・ん
と
し
て
海
上
暴
風
に
過
ひ
伊
勢
篠
島
に
御
着
、
四
年
二
月
吉
野
に
還
り
給
う
た
。
二
月
皇
太
子
に

立
ち
四
年
十
月
五
日
吉
野
行
宮
に
て
印
位
し
給
ふ
。
時
に
賽
算
十
二
。
正
不
三
年
正
月
、
賊
行
官
を
犯
し

一三
七



八
八

路
藤

房

三

首

藤
原
高

藤
流

の
萬
里
小
路
家
、
格

大
納
言
従

一
位
宣
房

の
長
子
。
後‐
醍
醐

天
皇

に
仕

へ
て
、

元
弘
元
年

中
納
言
ど
篤
り

正
三
位
に
叙

せ
ら
れ
た
。

八
丹
碑
器
を
擁
し
て
車
駕
に
従

び
笠
置
山
に
逃
れ
、
翌
月
笠
置

陥
る
や
、

天
皇
を
扶
け
ま

ゐ
ら
せ
て
有

王
山
ま
で
落
ち

の
び
た
が
、
賊
兵

の
追
及
に
あ

ひ
補

ヽ
ら
れ
た
。

翌

二
年
五
月
、
常
陸

に
流
さ
れ
、
三
年
二
月
北
條

亡
び
て
京
都

に
蹄
る
。

建
武
中
．興

の
大
政
に
封
し
、
屡

風
上
奏
諫
言
し
た
が
容
れ
ら
れ
ず
、
建
武

二
年
三
月
、
北
山
岩
蔵

の
不
二
房
を
戒
師
と
し

て
出
家
。

天
皇

驚
愕
し
給

ひ
、
父
宣
房
を
し

て
探
さ
し

め
ら
れ
た
が
、
途
に
わ
か
ら
な
か

つ
た
‐。
時
に
年
四
十
。

絡
る
虎

を
知
ら
ず
と

云
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

い
か

に

せ

む

た

の

む

蔭

と

て

立

ち

よ

れ

ば

な

ほ

袖

ぬ

ら

す

松

の

下

露
・
　

　

　

　

　

　

一

〇
太
不
記
巷
第

二

「
主
上
御
没
落
笠
置
事
」

の
章
に
出
。

三
十
六
歳
作
。

元
弘
元
年
九
月
廿
八
日
在
笠
置
陥
落
、

天
皇

は
藤
房

・
季
房
兄
弟

に
扶
け
ら
れ
給

ひ
て
、
書
夜
三
日
山
野
を
徘
徊
あ
そ
ば
さ
れ
、
山
城
國
多
賀
‥
証
有

王
山

の
麓
で
遂
に
賊
兵
の
手
に
落
ち
給
う
た
。
と
あ
る
木
蔭
に
立
ち
寄
ら
れ
て
、
ポ
プ
で
ぽ
ぐ
ぽ
ピ
ぴ
ピ
ぴ
云
々
と

Ol

昌
里
′lヽ



い
か

に

せ

む

た

の
む

蔭

と

て

立
ち

よ
れ

ば

な

ほ

袖

ぬ
ら

す

松

の
下

○
太
李
記
巷
第
二

「
圭
上
御
没
落
笠
置
事
」

の
章
に
出
。

三
十
六
歳
作
。

元
弘
元
年
九
月
廿
八
日
夜
笠
置
陛
落
・

天
皇

は
藤
房

・
季
房
兄
弟
に
扶
け
ら
れ
給
ひ
て
、
書
夜
三
日
山
野
を
徘
徊
あ
そ
ば
さ
れ
、
山
城
國
多
賀
郡
有

王
山

の
麓
で
遂
に
賊
兵

の
手
に
落
ち
給
う
た
。
と
あ
る
木
蔭
に
立
，
寄
ら
れ

て
、
ぎ
プ
で
ゲ
ぐ
Ｆ
ピ
ぴ
ピ
ピ

云
″
と
遊

露
‐

に
〓
に
一江
一は
一駐
し１‐一証
射
諄
．レ‐‐‐‐社
．”
〓
．∝
″
村
銀
に
４碁
午
露
腰
饗
勢
鰯
引
瑯

に
の
音
で
、
俗
に
云
ふ

一
レ
Ｅ
ど

」
ふ
事
と
は
違
ふ
。

住

み

捨

つ

る

山

を

う

き

世

の

人

間

は

ば

あ

ら

し

や
庭

の

松

に

答

へ
む

〇
太
不
記
念
第
十
三

「
藤
房
卿

遁
世
事
」

の
章
に
出
。
四
十
歳
作
。

北
條
を
討
滅
し

て
建
武
中
興
は
出
家
た
け

れ
ど
も
、
歴
史

の
語
る
所
に
よ
れ
ば
、
其
後
失
政
が
か
な
り
多
か

つ
た

や
ぅ
だ
。

政
治
機
開

の
不
統

一

・
功
臣
恩

賞

の
不
公
不

・
地
方
訴
訟

の
輻
峡

。
公
武

混
清
等

の
事
は
太
不
記

や
梅
松
論

マ
建
武
年
間
記
な
ど
で
も
明
ら
か
で

あ
る
０

藤
房
は

こ
れ
を
憂

へ
て
屡

々
直
諫
し
た
け
れ
どヽ
も
、
御
許
容
な
か

つ
た
。

又
．
堕
冶
高
貞
が
龍

馬
を
献
上

し
、

天
皇
深
く
御
満
足
あ
そ
ば
さ
れ

た

の
で
、
藤
房
は
、

「
臣
聞
く‐
、
明
主

の
瑞
ど
す
る
所
は
人
才‐
に
在
り
、
奇

異

の
物
は
瑞
と
す
る
所
に
非
ず
」
と
申
上
げ
だ
。
離
官
を
建
て
ら
れ
た
り
、
大
内
裏
を
造
螢

さ
れ

る
事
な
ど
も
、

藤
房
か
ら
観
れ
ば
．
不
急

の
事
で
あ

つ
た
。

「
臣
た
る

の
道
我
に
於

い
て
蓋
く

せ
り
Ｌ

と
藤
房
は
決

心
し
た
。

建
武

二
年
三
月
十

一
日
、
石
清
水
八
幡

へ
行
幸

の
供
奉
を
最
後

の
行
本
夕
と
思

ひ
”

目
を

お
ど
ヶ
か
す
ば
か

，
華

や
か

な
装
束
で
馬
に
騎

つ
た
。
行
事
了

つ
て
、
そ

の
夜
、
龍
顔

に
腿
尺
し
奉
り
、
そ
れ
と
な
く
御
別
れ
を
申
上
げ
て
、

未
明

に
選
出
。
直
ち
に
北
山

の
岩
臓
に
走

つ
て
、
薙
髪
し
た
。

「
齢
未
四
十
に
不
足
人

の
、．
妻
子
を
離
れ
、
父
母

を
捨

て
、
山
川
科
激

の
身
と
成
り
し
は
、
た

め
し
す
く
な
き
磯
心
也
」
と
大
手
記
は
惜
し
ん
で

ゐ
る
。

天
皇
驚
き

給

ひ
、
父
宣
房
を
し

て
離
を
追
は
し
め
ら
れ
た
。
宣
房
北
山

の
坊
に
行

，
で

、
肇
ね
る
と
、
既

に
■
み
捨

て
た
庵

八

九



Ｗ

城

”

九

〇

室

の
障

手

に

、

前

掲

の
歌

と

黄

栄

の
大

義

渡

を

題

し

た

古

い
頌

と

が
書

き

遺

さ

れ

て
あ

つ
た
。

が

プ

ピ

ヾ

だ
が

だ

に
答

へ
む

、

我

は
既

に

こ

こ
を

も
捨

て

て
去

る
。

訪

ふ
人

が

あ

つ
た

ら

ば

、

わ

れ

に

代

つ

て
、

風

の
馨

が

松

の
結

に
鳴

る

で

あ

ら

う
。

Ｏ

藤

房

の
後

日
調

に

就

い
て
は

、

種

々

の
論

が

あ

る
。

或

日
、

藤

房

信

と

な

り

侃

山

子

と

眈

し

て
諸

國
遍

歴

、

土

佐

に
行

き
難

始

し

て

死

ん
だ

と
。

或

日

、

脇

屋

義

助

の
臣
畑

時

義

が

四

國
鷹

菓

山

の
岩

窟

中

に

老

信

を

見

た

が
、

風

貌

藤
房

に

省

て

ゐ
た

と

。

藤

房

遁

世

を

「
公
卿

補

任

」

に

従

つ

て
建
武

元

年

十

月

五

日
と

す

る

史

家

が

多

い
け

れ

ど

も

、

大

手

記

に

よ

れ

ば

建
武

二
年

二
月

十

二

日

石
清

水

行

幸

の
翌

暁

な

る
事

明

ら

か

で

あ

る
。

南

山

巡

狩

録

は

石

清

水

行

幸

を

九
月

十

一
日
と

記

し

て

ゐ
る

が

、

そ

の
典

壕

不
明

。

此

の
行

幸

が
櫻

花

満

開

の
春

な

り

し

事

は

、

新

葉

集

・
北

畠

親

房

の
歌

「
男

山

昔

の
み

ゆ

き

思

ふ

に

も

か

ざ

し

し

花

の
春

ぞ

忘

れ

ぬ
」

か

ら

も

證

明

さ

れ

る
。

君

が

■

む

や

ど

の

あ

た

り

を

水

て

み

れ

ば

昔

に

げ

ら

す

す

み

染

の

袖

○
吉
野
拾
遺
■
に
出
。

延
元
四
年

の
頃
、
吉
野
に
て
、
大
納
言
賞
世

の
許
に
草
刈
童
が
手
紙
を
持
参
し
た
。
賞

世
披

い
て
み
る
と
、
此

の
歌

が
書

い
て
あ

つ
た
。
　
鋼
仰
手
も
さ
な
が
ら
昔
に
憂
ら
ぬ
を
哀
れ
と
驚
か
せ
給

ひ
て
、

御
使

の
童
を
召
寄

せ
て
間
は
せ
給

へ
れ
ば
、
今
朝
西
な
る
野
に
出
で
草
を
刈
り
侍
る
に
、
痩
せ
表

へ
た

る
修
行
者

の
、

こ
の
文
層
け
よ
と
仰
せ
さ
ぶ
ら

ひ
し
と

云
ふ
に
、
急
ぎ
皇
居

へ
参
り
給
う
て
、
大
和
紀

の
國
河
内
開

々
に
詔

し
て
、
修
業
者
を
と
ど
め
け
れ
ど
も
、
そ
れ
と
覺
し
き
も
あ
ら
ざ
り
け
り
し
“



・○
吉
野
拾

遺
上

に
出
。

延
元
四
年

の
頃
、

吉
野
に

て
、
大
納

言
賃

世

の
許

に
草
刈
童

が
手
紙
を
持
参
し
た
。
賞

世
披

い
て
み
る
と

、
此

の
蠍

が
書

い
て
あ

つ
た
。
　
例
仰
手
も
さ
な
が
ら
音

に
憂
ら

ぬ
を
哀

れ
と
驚

か

せ
給

ひ
て
、

御
使

の
童

を
召
寄

せ
て
間
は

せ
給

へ
れ

ば
、
今
朝

西
な

る
野
に
出

で
草
を
刈
り
侍

る
に
、

疫

せ
表

へ
た

る
修
行

者

の
、

こ

の
文
層
け

よ
と
仰

せ
さ

ぶ
ら

ひ
し
と

云
ふ
に
、
急

ぎ
皇

居

へ
参
り
給

う

て
、
大
和
紀

の
図
河
内
開

々
に
詔

し

て
、
修
業

者
を
と

ど

め
け
れ

ど

も
、
そ
れ
と
覺
し

き
も

，
あ
ら
ざ
つ
け
ら
ｔ
。
中

納

言
藤
房

の
御
手
に
て

あ
‐‐
り
け

，
ど
」「
′
れ
斜
」
証
Ｌ
●
な
る
‐■
Ｑ
．
‐
ポ
ぽ
Ｆ
ｒ
ず
■
瞥
夢
４
確
ξ
鼈
ヽ
ア
一
ｔ
濠
昨
網
響
飛
Ｊ
壌
鰹

の
物
語

を
讀

ん
で
ヽ
光
議
院

ａ
御
行
脚
と
藤
房

の
後

日
諄

ぐ
ら

ゐ
、
し
ん
み
つ
深
く

物
を
考

へ
さ

せ
る
も

の
は
無

い
。

そ
れ
ら
は
悲
し

い
歴
史

で
も
あ
り

、
深

い
詩

で
も
あ
り
、
美
し

い
物
語

で
も
あ
る
。

○
藤
房
は
遁
世
し

て
花

園
妙

心
寺

の
第

二
世

に
な

つ
た
と

云

ふ
読
が
あ

・
る
。

南

山
巡
狩
録

に
も

「
藤
房
卿

は

六
祀

記

に
見
ゆ

る
如
く
洛

北

妙

心
寺

に
遷

化
し
給

ふ

こ
と
賞

を
得
た

る
が
如
し
」

之
書

い
て
み
る
け
れ
ど
も
、
今

‥日

の
歴
史
家

に
は

こ
れ
を
信

ぜ
な
者
が
多

い
。

と

も
か
く

参
考

ま
で
に
、
妙

心
寺

奎
行

の
小
冊
子

「
園

鑑

國
師

・
藤
原
藤
房
卿
」

か
ら
抜
書

す

る
。

「
口

鑑

國
師

は
詳
を
宗
弼
、
字
を

授
分
と
言
う
た

の
で
あ
り

ま
す

が
、

そヽ
れ
は
出
家
さ
れ

て
か
ら

の
名

で
ぁ

り
ま
し

て
、

大
燈
國
師

よ
り
授

つ
た

の
で

あ
り
ま
す
。
」
「
官
仕

の
暇
を
得

て
は
北
野

の
自
邸
ょ
り
紫

野

の
大
徳
寺

へ
通

つ
て
、
大
燈

國
師

に
参
祀

を
し

て
、
孜

々
と
し

て
修
養

を
さ
れ
た

の
で
あ
り
ま
す
。

此

の
因
縁

で
、
後

に
大

燈
國
師

の
法
を
相
績

さ
れ
た
妙

心
寺

開

山
無

相
大
師

の
門

を
叩

い
て
参
祀

し
、
共

の
奥
義

を
究

め
ら
れ
た

の
で
ぁ

り
ま
す
ピ

「
。一
度
岩
倉

に
出
家

さ
れ

て
か

ら
は
常

に
所
定

め
ぬ
修
業

の
行

脚

を
さ
れ
た

の
で
あ
り

ま
す

が
、
観
應

二
年
開

山
無

相
大
師

が
妙

心
寺

に
再
住

せ
ら

る
る
に
及
ん

で
、
藤
房
卿

の
園

鑑
國
師

も
亦
洛

西
池
上
村

の
杉

庵
と

い
ふ
に
住
し

て
、

日

々
無

相
大
師

の
下
に
通
参
し

、」
「
無

相
大
師

か
ら
印
可
證

明
を
受
け
ら
れ

た

の
は
六
十

一
歳

の
時

で
、
延
文
元
年
で
あ
り

ま
し
た
。
」
「
園

鑑
國
師

は
諸
國
を
遍
歴
さ
れ

ま
し
た

の
で
、
伊

豆

の
熱
海

の
温
泉
寺

を
始

め
、
三
河

一
色

町
養

林
寺
、
秋
田
縣

の
補
陀
落
寺

、

下
野

の
長
光
寺
共
他
澤

山
に
遠
さ
れ

て
ゐ
ま
す

が
、
國

師

六
十

五
機

の
時
、
師

の
無

‐相
大
師

が
遷
化
さ
．れ

て
以

木
、

二
十
年

の
間
妙

心
寺

に
住
し

て
、
大
衆

の
接
化

に
努

九

一



め
ら
れ
た

の
で
あ
り
ま
す
ピ

「
江
州
三
雲

の
妙
威
キ
に
隠
棲
さ
れ
病
を
養
は
れ
た

の
で
な
り
ま
す
。
康
暦

二
年
三

月
十
八
日
に
八
十
五
歳
で
大
往
生
を
さ
れ
ま
し
た
。」
「
萬
治

二
年
七
月
十

二
日
に
は
後
西
院

天
皇
よ
，
妙
威
寺

へ

勅
使
が
立
ち
ま
し

て
、
神
光
寂
照
祗
師

の
論
琥
を
賜
は
り
、」
「
明
治

天
皇
は
明
治
元
年
東
幸

の
制
り
、
勅
使
を
以

て
妙
威
寺

の
塔
所
宅
展
せ
し
め
給

ひ
、
金
幣
を
下
賜
し
給

ひ
、
績

い
て
明
治
十

二
年
、

園
鑑
國
師

の
徽
琥
を
通
賜

・
し
給
う
た

の
で
あ
り
ま
す
。」

更
に
、
昭
和
二
年
二
月

十
二
伍
、
特

に

「
微
妙
」

の
大
師
琥
を
賜
は

つ
た
。
花
園

妙

心
寺
の

第
二

世
と
し
て
、
元
弘

ｒ
建
武

の
忠
臣
藤
房
が
住
し
、
嵯
峨

天
籠
寺

の
開
山
と
し

て
武
家
方

の
夢
窓
國

師

が
居
り
、
而
し
て
、
夢
窓
國
師
と
ヽ
藤
房

の
師
な
る
無
相
大
師
と
は
互
に
相
許
ｔ
え
高
信
で
あ

つ
た
と

い
ふ
ｏ

二

一　
二
條
篇
各

Ｔ
首

藤
原
定
家

つ
子
孫
な
る
歌
道

の
家
に
生
ま
れ
た
。
大
納
言
篤
世

の
第
三
手
。
左
近
衛
中
特

に
任
じ
、

正

四
位
下
に
叙

せ
ら
れ
た
”

建
武

二
年
十
月．
ｒ
奪
氏
鎌
倉

に
擦

つ
て
反
す
る
や
、
義
貞
奪
良
親
王
を
奉
じ
て

之
れ
を
討
伐
し
た
が
、
馬
各
は
・親
王
の
軍
に
従

つ
て
東
征
¨
十

二
月
十

一
日
、
官
軍
箱
根
竹
下
に
敗
れ
佐

野
原
に
退

い
た
が
ヽ

賊
軍

の
追
撃
急

で
、

鶯
各
も
飢
軍

の
中
に
残
れ
た
０　
太
李
記
は

「
是
に
て
中
書

王

嘗^
棟
）

ψ
般
磁
あ

嘔
下
之
憑
み
思

‥
召
↓
■
．，
サ
る
二
擦
仲

格
馬
冬
討
た
れ
給

ひ
け

れ
ば
｝

云
を
と
野

い
て
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後
醍
醐
天
皇
御
製
十
首

浩

ま

れ

る

跡

を

ぞ

慕

ふ

お

し

な

べ

て

誰

が

昔

と

は

思

ひ

わ

か

れ

ど

○
風
雅
集
巷
第
十
七
雑
歌

下
に
出
。

「
雑

の
御
歌
と

て
」

と
詞
書
。
十

三
代
集

の

一
な
る
風
雅

和
歌
集

は
、

正

不

元
年

（
光
明
院

の
貞

和

二
年
）

に
成

立
し
た

の
だ
か
ら

、

後
醍
醐

天
皇

崩

御
後

に
編
纂

せ
ら
れ

た

の
で
あ
る
。

従

つ
て
、

此

の
御
製
は
何
年
頃

に
御
詠
み
遊
ば
さ
れ

た
も

の
か
、
今

日
か
ら
は
推

測
出

木
な

い
。

○
わ
れ
は
本
朝

一

の
歴
真

を
顧

み
て
ヽ

列

聖
治
世

の
蹟

を
常

に
景
慕

し
、

そ

の
善

政
に
傲
は
ん
と

心
懸

け

て

ゐ
る
。

お
し
な
ら

し
て
、

す

べ
て
、

い
づ
れ

の
御
宇
と
、

い
づ
れ

の
時
代
と

取
り

分
け

Ｅ
別
し

て
考

へ
る

次
第
で
は
無

い
け
れ
ど

も
。

○
誰

が
昔
と
は
、

い
つ
れ

の
天
皇

の
音

（
そ

の
治
世
）
と
。

思

ひ
わ

か
ね
ど
ヽ
思

ひ
分
く
之

云
ふ
事

は
ヽ

思
慮
舞
別
す

る
事
て
、
例

へ
ば
歴
代

の
中
で
も
、
特

に
延
喜

又
は

天
暦

の
御
治
世
を
指

し

て
、

そ
れ
を
舞

別
し

て
念

頭

に
置
ぐ

こ
と
。

思

ひ
わ
′か
ね
ど
と
仰

せ
給
う
た

の
は
、

さ

ヤ
う

の
匠
別
は

せ
ず
、

い
づ

れ

の
御
代
で
も
善

政
な
ら
ば
微
は

ん
と

の
御
思
召
。
萬

乗

の
天
子

が
政
事

に
御

心
を
傾
け
給

ふ
、

恭

い
御
述
懐

で

あ
る
。

○
績

拾
遺

集
繹

教
歌

・
法

印
厳
信

「
思

ひ
わ
く

六

の
心
だ
離
れ

て
は
ま

こ
と

を
悟
る
道

ヤ
な

か
ら
む
」
な

ど
参

考
。

誰
が
昔
と

い
ふ
語
は
、

四

一
七



四

一
人

新
後
拾
遺
集
夏
歌

。
近
衛
道
嗣

「
匂
ひ
家
る
花
橘
の
夕
風
は
一誰
が
昔
を
一か
驚
か
す
ら
む
」
な
ど
、
折
々
用
ゐ
ら
れ

て
ゐ
る
。

民

の
た
め
時
あ
る
雨
を
所
る
と
も
知
ら
で
そ
田
子

の
早
苗
と
る
ら
む

○
新
千
載
集
巻
第
二
夏
歌
に
出
。

「
百
普
の
歌
召
さ
れ
け
る
つ
い
で
に
」
と
詞
書
。
新
千
載
和
歌
集
は
正
不
十

四
年

（後
光
巌
院
の
延
文
四
年
）
成
立
で
あ
る
か
ら
、
此
の
御
製
も
御
作
年
次
は
わ
か
ら
な
い
。
Ｏ
時
あ
る
雨
、

五
風
十
雨
と
云
ふ
如
く
、
天
．候
順
調
に
し
て
、
降
る
べ
き
時
に
降
一る
雨
。
濃
記
に

「
天
降
二
時
雨
「
山
川
出
′
雲
」

ｒ
ず
、
田
圃
に
お
り
た
，
働
く
農
人
。
デ
ピ
ど
が
ヽ
初
夏
積
の
苗
を
植
ゑ
付
け
る
こ
と
。
○
わ
れ
は
常
に
、
人
民

の
た
め
に
、
季
節
正
し
く
氣
候
順
調
、
降
る
べ
き
時
に
慈
雨
の
降
る
や
う
に
天
に
所
つ
て
あ
る
の
で
あ
る
が
、
上

に
さ
や
う
の
書
心
あ
り
と
も
知
ら
ず
、
農
夫
ら
は
斯
う
し
て
何
事
も
知
ら
ぬ
け
に
、
唯
絡
を
植
ゑ
付
け
て
わ
る
の

で
あ
ら
う
。
苗
代
水
が
慈
雨
に
瀑
ふ
と
い
ふ
事
も
、
あ
だ
や
お
ろ
か
な
事
、
偶
然
の
事
で
は
無
い
の
で
あ
る
け
れ

ど
も
。
○
績
後
拾
遺
哀
傷
歌

・
藤
原
義
孝

「
春
雨
の
時
に
し
た
が
ふ
世
の
中
に
今
は
ふ
る
ぞ
と
思
ふ
悲
し
さ
」
な

ど
参
考
。
○
天
皇
は
長
く
も
、
斯
様
に
蒼
生
の
事
を
思
ひ
マ
リ
給
ふ
の
で
あ
つ
た
。
建
武
中
興
が
短
日
月
に
し
て

挫
折
し
た
の
は
、
天
皇
の
御
大
政
に
因
る
も
の
多
し
と
、
太
不
記
も
、
現
今
の
學
者
の
多
く
も
論
じ
て
ゐ
る
。
頼

山
陽
の
「
日
本
柴
府
」
に
も
魏
覆
手
と
題
し
、
建
☆
中
興
の
失
政
を
、

「
手
を

離
へし
て
予
へ
、
手
を

稼
一し
て

饗
ふ
ぽ
欄
鰭
焼

‐‐
す

，る■
ヽ
■
渦
の
力
ｔ
ｒ
決
峨
及
Ｔ
ず
、
歌
舞

の
発
に

‥‐
。
海
‘
韓
る
■
“
騰
師
続
』

・
レ
。

ふ
慕
か
れ
、
此
の
地
是
れ
君
の
有
せ
¨
蒸
予
へ
不
奪
ふ
ゃ
観
覆
手
」
と
詩
化
し
て
批
剣
し
て
一わ
る
●
．卑
家

に
あ
ら

ぎ
る
私
は
、

そ

の
営
否
を
知

ら
な

い
。
唯
遺
存

す
る
幾
多

の
御
製
に
よ

つ
て
、

天
皇
め

英
邁
ユ

つ
仁
慈

に

あ
ら

せ
給
う

た
事

を
疑

は
ぬ

の
で
あ
る
ｏ



〉
―
て
　

＜
メ

４
予
ｉ

２
４

吾
、

屁
，
壽
堵

一
灌
雨

Ｃ
限
に
し
大
力
島
世

Ｃ
中
に
今
は
あ
る
ぞ
と
思
ふ
悲
し
さ
」

な

ぜ
参
考
。
○
天
皇
は
畏
く
も
、
斯
様
に
蒼
生

の
事
を
思
ひ
ヤ
リ
給

ふ
の
で
あ

つ
た
。
建
武
中
興
が
短

日
月
に
し
て

挫
折
し
た

の
は
、

天
皇

の
御
失
政
に
因
る
も

の
多
し
と
、
太
不
記
も
、
現
今

の
學
者

の
多
く
も
論
じ
て
ゐ
る
。
頼

『

砂
％
』
詢
時
摯
獅
一

】
鍋

嘲
け
』
”
『
」
け
摯
［
『
『
¨
審

¨
践
け
。
「
時

降
臨
砕
れ
“
は
地 へ
¨
時
拳
』
¨
れ
は
一

し
。
道

ふ
莫

か
れ
、
此

の
地
是
れ
君
の

有
ｔ
。
天ヽ
予

へ
天
奪

ふ
、
歓
覆
手
」
と
詩

化
し
て
批
剣
し
て

わ
る
。
史

家

に
あ
ら
ざ
る
私
は
、
そ

の
営
否
を
知
ら
な

い
。
唯
遺
存

せ
る
幾
多

の
御
製
に
よ

つ
て
、

天
皇
の

英
邁
且
つ
仁
慈

に

あ
ら

せ
給
う

た
事
を
疑
は
ぬ

の
で
あ
る
。

つ

い

に

か

ぐ

沈

み

は

つ

べ

ぎ
裁

か

ら

ば

上

な

ぎ

身

と

は

何

生

ま

れ

け

む

○
増
鏡

「
久
米

の
さ
ら^
山
」

の
章

に
出
９
元
弘

二
年
二
月
、
賽
算
四
十
五

の
御
時
。
○
隠
岐
遷
幸

の
際

の
御
有

様
を
捨
鏡
は
叙
し
て

「
途
に
際
岐
國

へ
遷
ｔ

奉
る

べ
し
と

て
、
二
月

乖
靱

の
は
じ
め
七
日
に
，
都
を
出
て
さ

せ
給

ふ
ｏ
今
は
と
聞
レ
召
す
御

心
ま
と
み

も
言

へ
ば
更
な
り
、
所

々
の
嘆
、

近
う
仕
り
し
人

々
の
心
地
ど
も
お
き
所
な

く
悲
し
。
み
か
ど
も
限
な
く
御
心
惜
む

べ
し
、

い
と
か
う
人
に
見
え
じ
と
、
か

っ
は
思
し
鎮
む
れ
ど
、
あ
ゃ
に
く

に
す
す
み
出
づ
る
御
涙
を
、
も
てヽ
隠
し
つ
つ
お
は
し
ま
す
。
ふ
り

に
し
事
を
思
し
出
づ
る
に
も
、
立
ち
か

へ
り

又

世
を
安
く
思
さ
ん
事

の
い
と
難
け
れ
ば
、
高
今
を
と
ぢ
め
に
こ
そ
と
思
し
め
ぐ
ら
す

に
、
人

ぐ
り
な
ら
ず

口
情
し

き
ち
ぎ
つ
加
は
り
け
る
前

の
世

の
み
ぞ
、
轟
き
せ
ず
恨
め
し
き
」
と
、
さ
ま
ざ
ま
に
叡
慮
め

中
を
推
量
し
、
次
に

此

の
御
製
を
畢
げ
奉
る
。
○
寛
に
、

こ
の
ヤ
う
に
、
沈
冷

し
果

つ
べ
き
報
を
前
世
り
因
縁
に
よ

，
て
持

つ
我
が
身

で

あ
る
な
ら
ば
、

な
ま
じ

ひ
に
、

何
故
に
、

天
子
と

い
ふ
如
き
無

上

の
位

に
生
ま
れ

て
木
た

の
で
あ
ら
う
。
賤
し

き
身

に
生
ま
れ

て
家
た
方

が
幾
倍
幸
面
で
あ

つ
た
か
知
れ

ぬ
。
○

畏
多
ぐ
も
、

か
く
ま
で

に
御
境
涯
を
嘆
か

せ
給

ヽ

う
た

の
で
あ

つ
た
。
輸

廻
因
果

の
思
想
が
、

こ

の
御
製

の
根
抵

に
な

つ
て

ゐ
る
一
鎌
倉
以

末

の
物
語

や
軍
記
な
ど

口
一
九



に
屡

こ
出
て
木
る

い

さ

知

ら

ず

な

ほ

憂

き

方

の

又

も

あ

ら

ば

こ

の

宿

と

て

も

偲

ば

れ

ヤ

せ

む

０
培

鏡

「
久
米

の
さ
ら

山
」

の
章

に
出
。

元
弘

二
年

三
月
、
賓
算
四
十

五

の
御
時
ｆ
Ｏ
檜
鏡

の
記
述

に
よ
れ
ば
、

こ

の
時
、

主
上

に
は
網
代

の
御
車

に
召
さ
れ
、

御

通

り
に
普
通

の
御
直

衣

・
指

貫
、

勿
證

な
く

も
粗
末

な
る
御
旅

装

束
を
纏

ひ
給

う
た
。
さ
う
し

て
六
波
羅
を
落

に
御
出
褒
遊
ば
さ
れ

ん
と
す

る
際
、

こ

の
御
製
を

「
日
頃

お
は
し

ま
し

つ
る
傍

の
障
子
」

に
書
き

つ
け
給

う
た

の
で
あ

つ
た

。
○

い
い
た
、
ど

う
ぢ

ぐ
や
ら
わ

か
ら
ぬ
、

こ
れ

か
ら

行

く
先

の
旅
路

に
は
、
も

つ
と
、
も

つ
と
憂
く
辛

い
思

ひ
を

せ
ね
ば
な
ら

ぬ
所
も
あ
る
だ
ら
う
。
も
し

さ
う
で

あ

つ
た
ら
ば
、
六
波

羅

の
此

の
家
で
さ

へ
も
、
な

つ
か
し
く

思

ひ
出
さ
れ

る
か
も
知
れ

を

い
。

○

い
さ
知
ら
ず
、

紀

貫
之

の

「
人
は

い
さ

心
も
知
ら
ず
」

云

々
の
、

そ
れ
と

同
じ
。

こ

の
宿
、

六
波
羅

の
板
屋

の
こ
と
。
増

鏡

「
む
ら

時
雨
」

の
章

に
よ
れ
ば
、

圭
上
に
は
笠

置
陥
落

の
後
、

大
波
羅

の

「
南

の
板
屋

の

い
と
あ

や
し
き
」

に
幽
閉

せ
ら

れ
、

億
破

遷
幸

ま
で

五
箇

月
餘
を
其

庭

に
御
起

居

遊
ば
さ
れ
た

の
で
あ

つ
た
。
然

る
に
今
、
遠
島

へ
の
御
出

癸
に

際

し
ヽ

そ

の
あ

や
し
き
板
屋
を
さ

へ
偲

ぶ
場

合
も
あ
ら
う
と
仰

せ
給

ふ
は
、

お
ん

い
た
は
し
き
限
り

で
は
な

い
か
。

六
波
羅
よ
り
、

七
條

を
西

へ
、

大
官

を
南

へ
折
れ

て
、
東
寺

の
方

へ
と
網
代

の
御
車

は
進
む
。

「
物
見
車

所

せ
き

程
を
り

、
よ
ろ
し
き
女
房
も
壺
装

束
な
ど
し

て
、
徒

歩

の
も

の
ど
も
、
打
ま
じ
れ
り

。
若

き
も
老

い
た

る
も
、

尼

惨
籠
静̈
凝
ま
ｒ
驚
わ
殊
■
恨
楡
ら
ず
申
轟
猶
勘
Ｌ
鍮
懸
喩

け
し
ま
な
ど

整
、
Ｌ

に
浮
世

の
極

か
は
、
牛

に
蓋
し
，
．″

心
地
‐
ぞ
す

る
」

と
‐
培̈

鏡

に
あ‥
な
，
新

古
牛
集
雑
・歌

下
〓

藤
原
清

輔

の

「
な
が
ら

へ
ば

又
こ

の
こ
ろ

や
偲
ば
れ
む
う
し

と
み
し
世
ぞ
今

は

こ
ひ
し
き
」

参

考
。
一〇
詞
書
、

傍

の
障

子

云

々
、

古
詩

源

・
隋
詩

に

「
誰

周
自
づ

か
ら
柱

に
題
す

と
も
、
商
容

誰
か
間

に
表

せ
ん
」

と

あ
り
、
詩

歌

恭
く
も
十
善
の
天

子
1_

と
い
ふ
語
も
、
勿
論
佛
教
に
基
く
。

四

二

〇



際

し
ヽ

そ

の
あ

や
し
き
板
屋
を
さ

へ
偲

ぶ
場

合
も
あ
ら
う
と
仰

せ
給

ふ
は
、

お
ん

い
た
は
し
き
限
り

で
は
な

い
か
。

大
波
羅
ｔ
り
、

七
條

を

西

へ
、
大
官
を
南

へ
折
れ

て
、
難
寺

の
方

へ
と
網
代

の
御
車

は
進
む
。

「
物
見
車
所

せ
き

程
後
り

、
よ
ろ
し
き
女
房
も
壺
装

束
な
ど
し

て
、
ぼ

夕

の
も

の
ど
も
、
打
ま
じ
れ
り

。
若

き
も
老

い
た

る
も
、

尼

法
　
‘
師

ｒ
オ

や
し

庫

山
賤
ま
で

立
ち
幌

‘
た
が
塔ヽ
せ
ヽ

竹

つ
林

‘
異

豫
ら
ず
「
各
憫
押
↓
獄

‘
卜
一灘
ケ

，
Ｄ
Ъ
難
聴

け
し
き
な
ど
も
、
げ
に
浮
世

の
極
め
は
、
今

に
蓋
し
つ
る
心
地
ぞ
す
る
」

と
磐
鏡
に
あ‐
る
。
新
古
今
集
雑
歌
下

藤
原
清
輔

の

「
な
が
ら

へ
ば

又
こ
の
こ
ろ
マ
偲
ば
れ
む
う
し
と
み
し
世
ぞ
今
は

こ
ひ
し
き
」
参
考
。
．Ｏ
詞
書
、
傍

の
障

子

云

々
、

古
詩

源

・
隋
詩

に

「
謙

周
自
づ

か
ら
柱

に
題
す

と
も
、
商
容

誰
か
間

に
表

せ
ん
」

と

あ
り
、
詩
歌

を
壁

ぐ
桂
な
ど

に
題
す

る
は
非
常

に
音
ぐ
か
ら

の
こ
と
ら
し

い
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
ト

花

は

な

ほ

憂

世

も

わ

か

ず

険

き

て

け

り

都

も

今

で

き

か

り

な

る

ら

む

　

　

　

　

　

　

　

　

¨

○
増

鏡

「
久
米

の
さ
ら

山
」

の
章

に
出
。

元
弘

二
年
二
月
、
賓
算
四
十

五

の
御
時
。

○
播

州
高

砂

の
あ
た
，

を

過

ぎ
給

ふ
時
、

「
い
と
高

き

山

の
峯

に
、
花

お
も
し
ろ
く
険

き

つ
づ

き

て
、

自
雲
を
わ
け
ゆ
く

心
地
す

る
も
艶
な

る

に
、

都

の
数

々
思
し
出
」

で
ら
れ

て
、

こ

の
御
製
。
増

鏡
は
斯
く
書

い
て

ゐ
る
け
れ
ど

も
、

加
古
川

ヤ
高

砂
あ

た
り

の
街
道
は
殆

ん
ど
海
に
滑
ひ
、

い
く
ら
爛
漫
で
も
、

「
自
雲
を
わ
け
ゅ
く

心
地
」
す
る
ゃ
う
な

「
高
き
峯
」

は
な

い
。
接

ふ
に
此

の
御
製
は
、
も

つ
と
先
、
或
は
美
作
あ
た
り

の
山
中

に
て

の
御
威
想
か
ど
推
測
す
る
。
○
櫻

花
は
こ
の
憂
れ
は
し
き
世
相
も
知
ら
ぬ
ザ
に
、
到
る

‐
所
・に
険
き
こ
ば
れ
て

ゐ
る
。
我
が
別
れ
家
し
京
都

の
花
も
、

今
が
具
盛
，
で
あ
ら
う
。
Ｏ
新
古
今
集
覇
旅
歌

。
後
鳥
笏
院
御
製

「
み
る
ま

ゝ
に
山
風
あ
ら
く
し
ぐ
る
め
り
都
も

今
は
夜
寒
な
る
ら
む
」
な
ど
参
考
。
○
こ
の
後
醍
醐

天
皇

の
御
製
に
限
ら
ず
、
殊
に
南

山
に
行
官
を
徒
遷
さ
れ
て

か
ら
後
は
、
所
柄
か
も
知
れ
ぬ
が
、
吉
野
朝

の
悲
歌

に
は
櫻
花

に
関
係
ぁ
る
も

の
頗
る
多

ぃ
。
私
‐
に
そ
れ
ら
を
誦

す
る
毎
に
、
唐

・
酢
能

の
漢
南
春
望

「
獨
り
春
色
を
尋
ね
て
高
墓

に
上
る
、́
三
片
皇

州
駕
未
だ
同
ら
す
、
．舞
鬼

の
，

四

二

一



松
角
ぞ
燒
後
に
死
れ
、

る
も
是
れ
才
な
ら
ず
、

い
一
・
・

御
濃

の
こ
ぼ
る
る
な
．

し
て
．漕
ざ
行
く
か
と
、

こ
ヽ
ろ
ざ
す
方
を
問
な
ゞ
や
潰
の
上
に
ヶ
ぎ
で
■
ヽ
よ
ふ
か
ま．の
釣
肝

‘
ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ノ

○
槽
鏡
Ｌ

久
来

の
塔
ら

山
」

の
章

に
出

。

元
弘

二
年

（
或

は
三

年
）

の
御
・製
。
○
か
く

て
主
上
一に
は
、

増
・鏡
．に

よ
れ
ば
、
四
月

一
日
の

更
衣

の
日
を
も
御

途
中

に

て
過
さ

せ
給
み

出
雲
園
安

木
港

か
ら
御
般

に
召
さ
れ
た
と
み
る

が
，
憔
岐

着
一卿

の
日
附
は
記
し

て

ゐ
な

い
。
太
李
記

に
よ
れ

ば
↑

二
月
十

三

日
出
雲
貯
貯
湊
に
著
か

せ
給

ひ
、
十

餘

「

御
逗
留
の

後
、
十
六
日

に
隠
岐

着
御
と
明
記
・し

て
あ
る
。

行
・在
は
ヽ

増
鏡ヽ
・に

「
海
づ

ら
よ
，
・少
し

入
り

た
る

國
分
寺

と

い
ふ
寺
を
、

宜
し
き
さ
ま

に

取
沸
ひ

て
、

お
は
し

ま
し
所
に
定

む
」

と
記
し
、
大

手
記

は

「
國
府
め

島

■

，
云
所

に
黒
木

の
御
所
を
作

て
皇

居

と
す
」

と
記
す
。

て
れ

に
蹴
送
一
状

■
本

‐地
名
詳
書
は

「
太
不
記

に
も
隠
岐

図
府

の
島
ど

ド

ヘ
ば
、

雌
回
分
寺

の
行

在
な
り

し

こ
と
明
肝

ど
ナ

ゃ
し
‐
。
、辟
証

の―
知
夫
里
、

別
府
等

に
行
在

を
論

く
は
，
其

言
ふ

所
殆

ど
信
機

を
し
」

と
述

べ
て

ゐ
る
一
郷

土
史
研
究

者
に
も
、

そ
れ
ぞ
れ
読
が
あヽ
ら
う
け
れ
ど

も
、

■
“
漱
未
審
。
Ｏ
培
鏡
は
此

の
御
製
に
欄
連
し
て
、

「
つ
れ
づ
れ
に
思
・さ
る
る
折
々
は
、
ら
う
め
く
所
に
立
ち
出

て
さ
せ
給
ひ
て
ヽ
通
に
浦
の
方
を
御
寛
じ
や
る
に
、
あ
ま
の
釣
般
ほ
の
か
に
見
え
て
、
秋
の
木
の
葉
の
浮
べ
る
心

珈
寸
ち
も
い
・も
は
力
■
、
小
づ

‥く
を
さ
し
て
い
一
２
思
き
る
ぜ
鵠
浦
こ
ぐ
■
つ
か
す
を
絶
え
，
と
，
・書
簿
書
て
絆

、
　
　
一
　^
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
一
↓■
　
　
　
，　
一
　
．　
　
て
，　
´
」

一
．■
１
【、一―
´
「「
■
一．
――
―
●
■
●
」

と

も

，

次

の
藩

ち

一四

二

二

誰
一が
家
の

桃
李
か

鶴
中

に
開
く
、
姦
邪
法

を
用

ふ̈
る
も

元
法
に

あ
ら
ず
、

唱
和

才
を
一求

む

古
よ
り

浴
雲

白

日
を
蔽
一ふ
ヽ

天
を
一洗
ふ

風
雨
幾
時

か

木
ら
ん
」

を

想
ひ

出

さ
ぬ

こ
と
は
一な

何
と，
な
ぐ
ま
き
ら
は
じ
給
へ
る
、

そ
の
方
角
を
試
み
に
尋
ね
て
見
度
い
お
こ
し
な
く‥
心‐
深
け
な
り
。
」

０

い
づ
れ

の
方

へ
き

い
も
の
て
あ
る
。
い
づ
れ
の
方
角
を
指
し
て
漕
ぎ
ゆ
く



顔
浦

ｃ
島

と

い
へ
ば
、

此
國
分
寺

の
行

在
■
り

し

こ
と
■
肝

ど
，

ヽ
し
‐
。
．ぎ

前

の
知

夫
里
、

別
府
等

に
行
在

を
論

く
は
，
其

言
ふ

所
殆

ど
信
機

を
し

」

と
述

べ
て

ゐ
る
０
郷

土
史
研
究

者
に
も
、
そ
れ

ぞ
れ

誘
が
あヽ
ら
う
け
れ
ど

も
、

■

ｔ
漱

未
審

。
Ｏ
培
鏡
は
此
」の
御
製
に
欄

連
し

て
、

「
つ
れ
づ
れ
に
思
さ
る
る
折

々
は
、
ら

う

め
く
所

に
立
ち
出

‐で
さ
せ
給

ひ
て

―
、
逢

に
浦
の

方
を

御
寛
じ

や
る
に
、

あ
ま

の
釣
触
ほ

の
か

に
見

え

て
、
秋

の
木

の
葉

の
浮

べ
る

心

昴

猾

購

鏡

沼

電

霧

登

導

嗜

増

“
電

督

で
意

・警

ｔ
愛

Ｊ

・墨

響

ｌ

・御
灘
の
こ
曖
み
る
な
―
何
ど
な
ぐ
ま
さ
ら
は
し
給
ヽ
４
、
い
ぶ
ぶ
し
な
ぐ
心
な
け
な
り
ｏ」
．
Ｏ
Ｌ
づ
れ
０
方
へ
志

し
て
．漕
ざ
行
く
か
と
、
そ
の
方
角
を
試
み
に
尋
ね
て
見
度
い
も
の
で
あ
る
。
い
グ
れ
の
方
角
を
指
し
て
漕
ぎ
ゆ
く

と
も，
、

汝

の
落

ち

つ
く
所
は
あ

る
ま

い
ぞ
「

こ

の
浸

々
之
し

て
際
涯

な
き
海
濤

の
上

に
、

た
よ
り

な
さ
き
う

に
浮

き
漂

べ
る
漁
師

の
釣
舟

上
“

○

「
只
今

の
我
も
六
、

汝
に
よ
く
似

た
る

、
頼
り

な
き
身

の
上
な

る
よ
」

と

い
ふ
御

心
持

が
一
底
に
流
れ

て

ゐ
る
。
培

鏡

の
攀
げ
た
浦

こ
ぐ
舟

の
か
ぢ
を
経

え
は

、
績

古
今
集
雑
歌
中

・
小
野
小
町

の

「
す
ま

の
あ
ま

の
浦

こ
ぐ
舟

の
機

を
絶

え
よ
る

べ
な
き
身
ぞ
悲
し
か
，

け
る
」

を
指
す

の
で
、

御
製

の
意
と

相
通

ふ
ゆ

ゑ
い
奉
げ
た

の
で
あ
る
。
．
然

る

に

こ

の
御
製
・を
解

し
て
、

小
野
重

の

「
わ

た

の
原
八
十
島

か
け

て

こ
ぎ
出
で

ぬ
と
人

に
は
告
げ
よ

あ
ま

の
釣
般
」

を
本
歌
と

考

へ
、

「
も
し
も
汝

が
都

の
方

へ
こ
ぎ
ゆ
く

の
な
ら
ば
、
我

が
偉

言
を
頼
ま

ん
」

の
意
と
す
る
誘
あ
る
は
、
如
何
か
と

思
ふ
。

御
製
・に
は
多
分

そ

の
や
う
な
る
御
考

へ
は
無
く

　ヽ
一

途

に
只
今

の
御
境
涯

の
頼
り

な
さ
を
嘆
き
給
う

た

の
で
あ
ら
う
。
む

し
ろ
ヽ

宗

良
親
王
が

「
世

を
う

み

の
浪

に
浮

べ
る
あ
ま

小
舟
よ
る

べ
あ
れ

ば
ぞ
さ

し
て
行

く
ら
む
」

と
歌

ひ
給

ひ
し
に
通
ず

る
と

云
ふ
な
ら
ば
、

営

つ
て

の
る
。

聞

き

わ

び

ぬ

八

属

長

月́

な

が

き

夜

の

月

の

夜

寒

に

衣

う

つ

こ

ゑ

　

　

　

　

　

　

」

Ｏ
新
葉

集
巻
第

五
秋
歌

下

に
出
“

「
元
弘
三
年

九
月
十

三
夜

三
首

の
歌
議

ぜ
ら
れ

し
時
、

月
前
濤

衣
と

い
ふ
え

と
を
」
と
詞

書
。
新
拾
遺

集

秋
歌

下
に
も
出
。

元
弘
三
年
、
賓
算
四
十

六

の
御
時
。

○
聞

い
て

み
る

の
も
、
わ

び

し
く

つ
ら
く
な

つ
た

、
八
一月
と

い
ひ
九
月
と

い
ひ
、

連
月
、

秋

の
夜

長

の
頃

の
而
か
も
月
光

の
寒
ぐ

冴
え
ゆ
く
頃

四

二
三



一拇
――Ｉ
Ｉ
日
――
椰
鶴
開
朝
＝
椰
――――
出
閣
鼎
Ｗ
ｎ
＝
搬
ｒ
，
鵬
搬
＝
拙
用
潮
哺
湘
欄
＝
躙
ｎ
胡
闊
Ⅲ
凛
旧
＝
＝
＝
出
晰
切
＝
＝

＝
＝

日
＝
＝
‐――
■
―
‥
―
●
■

ｒ

四

二
四

に
、
遠
近
所
々
で
友
を
持
つ
槌
の
響
き
は
∝
○
だ
ポ
、
ぽ
ポ
ヽ
ぽ
ピ
だ
ｏ
ヽ
ポ
が
ど
だ
と
ヽ
ぐ
ん‥
ぐ
ん
重
れ
て
遣

る
格
律
の
強
さ
は
、
す
ば
ら
し
い
。
月
ど
い
ふ
話
を
三
度
く
，
か
へ
し
、
長
ル
ぽ
き
夜
と
受
け
て
績
け
ら
れ
た
呼

吸
も
申
し
分
な
い
。
自
柴
天
の
八
月
九
月
正
長
夜
、
千
聾
萬
馨
無
子
時
を
本
と
し
て
ゐ
ら
れ
な
が
ら
、
決
し
て
直

詳
で
確
ｋ
立
派
に
純
日
本
の
言
葉
に
沿
化
し
て
居
ら
れ
る
。
古
今
躊
衣
の
歌
の
傑
作
中
に
入
る
。

ぁ

竜
¨
ら

け

き

時

し

，あ

れ

ば

之

久

方

の

雲

居

の

月

に

秋

風

ぞ

ふ

く

　

　

　

　

　

　

．
．　

　

　

　

・

○
藤
葉

集
窓
第

二
秋
歌

に
出
。

「
建
武

元
年
八
月
十

五
夜
、

五
首
歌
議

ぜ
ら
れ

け
る
次
に
、

丹
前

秋
几
と

い
ふ

こ
と
を
よ
ま

せ
給

ヶ
け
る
」

と
詞
書
。

建
武

元
年

八
月
、
賓
算
匹
十

七

の
御
時
。

○
詞
書
、

ｒ
ｒ
ｒ
識

さ
げ
沖

孵

る

、
人

々
に
五

つ

の
題
を
賜
は
り

て
歌
を
召
さ
れ
、

そ
れ

を
披
議

せ
ら
れ
た

こ
ど
。
ｒ
ｒ
ｒ
ｒ

ぼ

五
題
中

の

一
ｑ

藤
葉
集

、
藤

原
賓

教
撰
と
博

へ
ら
れ
、

北
朝

の
観
應

。
文
和

の
頃
に
成

立
し
た
も

の
ら
し

い
。
吉

野
朝

廷

の
人

々

の
作

も
入

つ
て

ゐ
る

の
で
、

俗
に
新
葉
集

・
風
葉
集
と
併

せ
て
南
朝

三
葉
集
ど

云
。
Ｏ
曇
る
夜

の
み
で
は
な

い
、

明
ら
か

に
澄

み
晴
れ

る
時

（
中

秋

の
頃
）
も

あ
る
が
故

に
と
、
今
省

こ

の
、
大

笙

の
月
光
に
秋
風
颯

々
と

吹
き
わ

た

る
。
Ｏ
か
く
解
す
れ

ば
軍
に
叙
景

の
御
歌

で
あ
る
が
、

私
か
に
接

ふ
に
、

さ
う
で
な
く
、

も

つ
と

深

い
御

心
持

が
歌

は
れ

て

ゐ
る

も

の
と

拝
察

す

る
。
時
は
恰
も
建
武
中

興
元
年

の
中

秋
、
咬

々
た
る
明
月
を

御
覧
じ

て
、
世
ぼ

妖

雲

に
閉
ぢ
ら
れ

て

ゐ
る
時
′ば
か
り

は
な

い
。
か

ヤ
う

に
四
方

の
妖

雲
を
排

つ
て
、

久
方

の
雲
居
、
す
な
な
ぢ
禁

庭

の
明
月
に
秋
風
高

々
と
吹
く
で
は
な

い
か
、
と
昂
然
と
し
て
歌

ひ
撃
げ
給
う
た
も

の
に
相
違
な
い
や

，
■

〓
夜
に
ふ
さ
は
し

い
、
堂

々
た
る
御
製
と
舞
す
る
。
○
そ
の
月
光
を
、
幾
任
も
な
く
し
て
妖
雲
再
び
覆
ひ
，
延
元

以
降

の
乱
世
と
な
つ
た
の
は
、
か

へ
す
が

へ
す
も
悲
し
心
べ
き
で
ぁ
る
。
太
不
記
の
書
き
ぶ
り
で
、
現
代
多
く
の

歴
史
家
の
論
に
よ
る
と
、
そ
れ
は
後
醍
醐
天
皇

の
二
三
の
御
失
政
に
基
く
ど
解
せ
ら
れ
る
。
乍
併
、
歴
史
に
据

い

私
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
さ
う
は
信
じ
な

い
。
た
と
ひ
建
武
に
御
失
政
あ
つ
た
と
し
て
も
、
そ
は
天
皇
溺
親
か
ら
の



‐
―

‘

‥

′
―
ラ

く
ヒ
ヽ

―
ツ
′
ズ
古
１
２
　
ｚ
早

こ
α
　
メ
笙

¢
月
洸
に
か
口
颯

々
と
吹
き
わ

た

る
。
Ｏ
か
く
解
す
れ
ば
単
に
叙
景

の
御
歌
で
あ
る
が
、
私
か
に
接
ふ
に
、
さ
う―
で
「な
く
、
も

つ
ｔ
深

い
御
心
持

が
歌
は
れ

て
み
る
も

の
ど
舞
察
す
る
。
時
は
恰
も
建
武
中
興
元
年

の
中
秋
、
餃

々
た
る
明
月
を
御
寛
し
て
、
世
ぼ

妖
雲
に
閉
ぢ
ら
れ

て
ゐ
る
時
ば
か
り
は
な

い
。
か
や
う
に
四
方

の
妖
雲
を
排

つ
て
、
久
方

の
雲
計
、
す
な
は
ぢ
禁

堪

つ
硼
‐‐月ｉ
ｔ
嗽

‐‥風

‐
高
嗚

‐と

‐吹
‥‐く
て
遺

‥な

一
サ
ゞ
■
・昴
燃
モ
し
て
鍬

‘
撃
ザ
静
書
き

導
●
監

齢
購
酸
繹
膨
伽
朧
融
膵

〓
夜
に
ふ
さ
は
し
い
、
堂
々
た
る
御
製
と
拝
す
る
。
．○
そ
の
月
光
を
、一
絡
何
‥も
，な
こ
レ
で

以
降

の
乱
世
と

な

つ
た

の
は
、

か

へ
す

が

へ
す

も
悲
し
む

べ
き
で
あ
る
。
太
不
記

の
書
き

ぶ
リ

ヤ
、

現
代
多
く

の

歴
史

家

の
論

に
よ
る
と
、

そ
れ

は
後
醍
醐

天
皇

の
二
三

の
御
失

政
に
基
く
と
解

せ
ら
れ

る
。
乍
併
、
歴
史

に
暗

い

私
で

あ
る
け
れ

ど

も
、
さ
う
は
信

じ
な

い
。
た
と

ひ
建
武

に
御
失

政
あ

つ
た
と

し
て
も
、

そ
は

天
皇

弟
親
か
ら

の

御
反
省
と

賢
臣
等

の
輔
弼
と

に
よ

つ
て
改
善

せ
ら
れ

得
る

程
度

の
も

の
で
あ

つ
た
。
中

興

の
挫
折
は
、
ど

こ
ま
で

も
逆

臣
足
利

一
族

の
陰
謀

に
基

因
す

る
。

看

に

立

て

ヽ

最

も

豫

く
。な

つ

身

ひ

と

つ

の

憂

世

を

月

に

か

こ

つ

と

思

へ

ば

○
新
葉
集
巷
第

五
秋
歌

下
に
出
。

「
延
元
三
年

九
月
十

三
夜
、

う

へ
の
を

０
こ
ど
も
題
を

探
り

て
、

月

の
三
十

首

の
歌

つ
か
う
ま

つ
り
け
る

つ

い
で
に
、

月
前
姦
と

い
ふ

こ
と

を
よ
ま

せ
給

ひ
け
る
」

と
詞

書
。

延
元
三
年

九
月
、

賓
算
五
十

一
の
御
時
。

○
う

へ
の
を

の
こ
、

殿
上
入
。
○
堪

へ
難

く

悲
し
げ

に
聾

を

立
て
て
、
草
叢

の
虫
と

も
も

鳴

い
て
居
る
わ

い
、
身

一
つ

の
、
我

が
身

の
み
に
限
ら
れ

た
憂

世
と

考

へ
、

そ
れ

を
月

に
か

こ
つ
け
て
詑
び
言

い

ふ
我
か
と

思

つ
て
居
た
る

に
。

天
地

の
間
、
さ
び
し
か
ら

ぬ
も

の
は
無

い
悲
秋

の
夜
で
あ
る
ら

し

い
。

○
古
今
集

秋
歌

上

・
大
江
千

里

の

「
月

み
れ

ば

千

々
に
も

の
こ
そ
悲
し
け
れ
わ

が
身

一
つ

の
秋

に
は
あ
ら
ね
ど
」

を
本
歌
と

す
る
。

下
句
は
、

西
行

の

「
嘆

け
と

て
月

や
は
も

の
を

一
云

々
参

考
。

四

二

五



四

二

六

埋

も

る

ゝ

身

を

ば

嘆

か

ず

な

べ

て

世

の

曇

る

ぞ

つ

ら

き

今

朝

の

初

雪

一
〇
新
葉
集

巷
第
十

六
雑
歌
中

に
出
。

「
題
し
ら
ず
」
。
　

御
作

年
次
は
剣
然

し
な
い

が
、

吉

野
行
官
に

て

の
御
製

な
る
と

と
疑

問
な

い
。
○

山
深
き
所
と

て
、
今
朝
は
笙
か
き
曇

り

、
早
く

も
初
雲

が
降

つ
た
。

こ

の
雪

の
中

に
埋

も
れ
果

つ
る
我

が
身

一
つ

の
こ
と

は
如
何
で
も
よ
ろ
し

い
け
れ

ど
も
、

（
行

宮
裡

に
籠
一り

て
終
る

べ
き
我
が

一
生

は
講

め
て
嘆
く
ま

い
け
れ
ど

も
、
）

お
し
な

べ
て
世
間

の
曇

る

の
が
辛

い
こ
と

で
あ
る
。
世
あ

中

に
戦
飢
の

暗
二雲

ふ
か
く

立
ち

こ
め
・て

の
る

の
が
、
蒼

生

の
篤

め
に
氣

の
毒
て
、
堪

へ
き
・れ

ぬ

こ
と
で

あ
る
。
Ｏ
帝
王

の
御

心
事
ゝ

さ
、こ
そ
と

弄
察
す

る
。
鎌
倉

六
代
特

軍
宗
奪
親

王
は

「
な

ほ
頼

む
北

野

の
雲
の

朝

ぼ
ら
け
跡
な
き
事

に
埋
も
る

ヽ

身
は
Ｌ
之

御
自
身

の
こ
と

を
嘆

か

せ
ら
れ

た
。

後
醍
醐

ヽ
天
皇

の
御
製
は
ち
が

ふ
。

二
　
後
村
上
夫

皇．
御
製
六
首

四

つ

の

海

浪

も

治

ま

る

し

る

「
つ
新
葉
集
念
第

二

ヽ
十
毅
歌
に
出
「

二
で
あ
ら
せ
給
う
た

の
だ
か

ら
、
そ
の
際

の
御
製
と
は
考

へ
ら
れ
な

い
。
幾
年
か
経
て

後
の
も
の
Ｌ

斧
察
す
る
。

Ｏ

‐四
構

り
浪
も
治
ま
る
で
あ
ら
う
「
詠
年

の
戦
乱
も
不
ら
ぐ
で
あ
ら
う
。
そ

の
後
計
し
て
、
恭
く
も
三
種

の
神
器

を
腱

が‥
身
に
停

へ
、
奉
安
す
る
。
○
配
プ
が
ぽ

と
ゴ
プ
が
だ
が
ダ
ど
は
共
に
、
数
で
照
應

せ
し
め
た
技
巧
。
そ

の

し
と

て
三

つ

の
紳

賓

を
身

に
ぞ
偉

ふ
る

・
「
題
し
ら
ず
Ｌ
　
後
村
上
天
皇
伽
位

（
延
π
四
年
）
の
一時
一■
量
妻
欝
進
よ
Ｉ



四

八

八

二
八

萬
里
小
路
藤
房

二
首

黒

髪

の

飢

れ

む

世

ま

で

な

が

ら

へ
ば

こ

れ

を

い

ま

は

の

形

見

と

も

み

よ

○
太
季
記
巷
第
四

「
笠
置
囚
人
死
罪
流
刑
事
附
藤
房
卿
事
」

の
條

に
出
。
元
弘
元
年
八
月
作
。
太
平
記

の
小
諭

的
記
述
に
よ
る
之
藤
房
に
は
後
官

の
女
官
左
衛
門
佐
局
と

い
ふ
懸
人
が
あ

つ
て
、
そ

の
感

の
成

立
し
た
部
夜

に
、

後
醍
醐

天
皇
笠
置

へ
潜
幸
と

い
ふ
大
事
憂
突
褒
し
た
。
藤
房
衣
冠
を
脱
ざ
す
て
戎
衣
に
な

つ
て
供
奉

せ
ん
と
す
る

に
際
し
、
髪

の
髪
を
少
し
切

つ
て
此

の

一
首
を
添

へ
、
女
房

の
住
む
西

の
封
に
置

い
て
去

つ
た
。
○
天
下
は
大
事

と
な

つ
た
、
飢
世
が
績
く
で
あ
ら
う
、
も
し
も
そ
な
た
が
命
長
ら

へ
て

ゐ
た
な
ら
ば
、
こ
の
髪

の
毛
を
我
が
形
見

を
し
て
、
大
切
に
せ
よ
、
我
は
戦
乱

の
間
に
喧
れ
る
で
あ
ら
う
。
黒
髪

の
、
み
だ
れ

へ
か
か
る
枕
詞
で
あ
る
が
ヽ

相
手
方
が
女
性
な
る
ゆ
ゑ
、　
一
暦
利
く
。

○
左
衛
門
佐
局
は
婦

つ
て
家
て
、

こ
の
形
見
を
手
に
す
る
や
、
大
堰
川

の
淵

に
投
身
し
て
悲
様

の
絡
り
を
逐
げ
た
と
、
大
手
記
に
、
美
文
を
ふ
る

つ
て
述

べ
て

ゐ
る
。
局

の
鮮
世
、

「
書

き
置
き
し
君
が
た
ま
づ
さ
身
に
そ

へ
て
後

の
世
ま
で

の
形
見
と

や
せ
む
」
　

　

　

　

　

・

う
な

よ

こ

ゝ

も

ま

た

憂

世

の

人

の

と

ひ

く

れ

ば

笙

ゆ

く

雲

に

宿

も

と

め

て

む

に



と
し

て
、

大
切

に

せ
よ
、
我
は
戦
乱

の
間
に
鐙
れ

る
で

あ
ら
う
。

黒
髪

の
、

み
だ
れ

へ
か
か

る
枕
詞

で
あ
る
が
、

相
手
方

が
女
性
な

る
ゆ

ゑ
、　
一
層
利
く
。

○
左
衛
門

佐
局
は
婦

つ
て
木
て
、

こ

の
形
見

を
手

に
す

る

や
、
大

堰
川

の
淵

に
投
身
し

て
悲
経

の
終
り

を
逐
げ

た
と
、
太
平
記

に
、
美

文
を

ふ
る

つ
て
述

べ
て

ゐ
る
。

局

の
辞
世
、

「
書

き
置
弯
し
君
が
た
ま
づ

さ
身

に
そ

ヽ
て
後

の
世

ま
で

の
形
見

と

ヤ
せ
む
」
」　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・

卦
〓
〓
４
卜
は
０
■

て

ヽ

も

ま

た

憂

世

の

人

の

と

ひ

く

れ

ば

笙

ゆ

く

雲

に

宿

も

と

め

て

む

○
吉

野
拾
遺

に
出
。
脇
屋
義
助

の
部

落
畑

六
郎

左
衛
門

時
能
が
越
前

國
鷹

の
巣

山
に
城

を
構

へ
ん
と

し
て
登
，

た
る
に
、
谷

の
岩
陰

に
小
庵

あ
り
、
本

の
葉
を
集

め
て
筵

と
し
、
石

の
上

に
法
華
紅

を
置

い
て
あ

つ
た
。
暫

く
す

る
と
、

や
せ
表

へ
た
る
信

が
婦

つ
て
木
て
、
経

の
紐

を
解

き
は
じ

め
た
。

「
い
か
な

る
人

の
世

を
そ
む
か

せ
給

ひ

け
る
に

や
」

と
時
能

が
尋
ね

た
る
に
、
信
は
本
意

な
い
顔

し
て
、

「
束

の
も

の
に

こ
そ
」

と

ば
か
り
答

へ
て
、

又

経

を
誦

し
は
じ

め
た
。
時
能

が
婦
館

し

て
、

こ
れ

こ
れ

の
次
第
、

「
藤
房
卿

の
面
影
し

て
侍

る
」

と

告
げ

た

の
て
、

義
助
も
大
急

ぎ
で
、
そ

の
岩
陰

の
庵

に
行

つ
て
み
る
と
、
石

の
上
に
、

こ
こ
も
ま

た

云

々
の

一
首

が
書
き
残
し

て

あ

つ
て
、
信

の
姿

は
見

つ
か
ら
な
か

つ
た
。
と

い
ふ

こ
と
を
義

助
が
興
國

二
年
行
官

に
家
た
時
話
し

た
臆

に
、
吉

野
拾
遺

は
書

い
て

ゐ
る
。

○
歌
意

明
瞭

。

○
南

山
巡
狩
録

は
、
時
能
藤
房

に
あ

ふ
挿

話
を
、
延

元
三
年

の
事
と
推

定

し

て

ゐ
る
。

北
越

に
於

け

る
戦
争

の
経

過
か
ら
推

し
て
、
そ

の
頃

の
事
と
剣
断
し

た
も

の
ら
し

い
。

○
朱
好
法

師

の

「
こ
こ
も
ま

た
憂
世

な
り

け
り

よ
そ
な

が
ら
思

ひ
し
ま

ヽ

の
山
里
も

が
な
」

な
ど
参

考
。

○
藤
房
に
は
大
手

記
に
て
有
名
な

る

「
い
か
に

せ
む
頼
む

蔭
と

て
」

云

々
外
、

立
派
な
歌
敷

首
遺

つ
て

ゐ
る

の
に
、
何
故
に
新
葉

集

に

一
首

も
探
ら
れ

な
か

つ
た
か
。

こ
れ

に
就
き

、
南

山
巡
狩
録
著
者
大
草

公
弼

読
を
な
し
て

曰
く
、
藤

房
卿
を

も

ら

せ
し

一
事
は

撰
者

綜
要

の
意

あ
る
が
如
し
。

か

の
卿
費

に
北
朝

に

心
を
通
は
し
給

べ
る
に
は

あ
ら
ね
ど
、
都

近

き
妙

心
薄
寺

に
居
給

ふ
故

に
、
声

山
に
て
主
上

の
思
召
さ
る
る
所
よ
か
ら
ず
し
て
、
新
葉
集

の
作

者
に

加
は
り
給

四

八
九



四

九
〇

は
ざ
，
し
か
。
」

少

々
穿
ち
過
ぎ
で

ゐ
る
嫌

ひ
は
あ
る
け
れ
ど
も
、　
一
個

の
観
察

に
相
違
な

い
。
園

鑑

國
師
印
藤

房
と
す

‥
る

一
派

の
設
は
、
忠

臣
藤

房

の
偉

記
上

に

必
ず
し

も
有

利
で
無

い
。

い
く

ら
世

間
を
超
腕
し

た

一
高

信
で

も
、
営
時
武

家
方
と
善
か
ら
ず
し
て
洛
外

の
薄

院

に
晏
如
と
し
て
留
錫

出

木
る
筈

の．
も

の
で
無

か
ら
う
。

二
九

松

翁

一
首

・
　

際
士
松
翁
は
吉
野
拾
遺
の
作
者
、
本
名
不
明
。
侍
従
忠
房
な
ら
ん
ど
云
ひ
、
又
吉
房
と
い
ふ
侍
臣
な
ら

・ん
、
否
、
今
川
了
俊
の
僕
命
松
丸
な
ら
ん
な
ど
諸
論
が
あ
る
。
吉
野
拾
遠
は
、
後
醍
醐
天
皇
吉
野
に
潜
幸

の
延
元
元
年
か
ら
後
村
上
天
皇
の
正
不
十
三
年
ま
で
の
間
に
於
け
る
論
話
逸
事
の
類
を
書
き
蒐
ゅ
た
，
の
ぉ

．　
　
　
　
　
い
に
し

へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
′　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘　
　
　
　
　
　
　
　
〆

今
は
は

や
忘
れ
は

つ
べ
き
古
を
思
ひ
出
で
よ
と
す
め
る
月
か
な

○
吉
野
拾
遺
に
出
。
延
元
四
年
九
月
作
。
松
分
は
吉
野
拾
遺
の
申
に
自
偉
の
一
部
を
記
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
に
ょ

る
と
、
も
と
は
廷
臣
の
一
人
で
あ
つ
た
が
、
延
元
四
年
八
月
先
帝
の
崩
御
に
過
ひ
奉
り
、
悲
嘆
の
餘
り
に
剃
髪
し

て
名
を
松
分
と
改
め
、
力
意
輪
寺
の
御
廟
の
ほ
と
り
に
庵
を
結
ん
で
、
御
冥
扁
を
所
り
ま
ゐ
ら
せ
た
。
九
月
十
日

か
ゴ
ダ
、
月
光
浄
明

の
な

こ
の

一
浄
を
詠
む
∝
０
ゲ
ぽ
ぽ
ヾ

贅

々
ヽ
好
↑
な‥
”
射
■
だ
今
綱
は
い
諦

，
て
、
´
い

つ

ば
り
と
忘
れ
て
し
ま
は
ね
ば
な
ら
ぬ
過
去

の
事
な
る
に
、
悲
し
く
も
、
そ
れ
を
思

ひ
出
で
よ
、
忘
る
な
と

い
ふ
々

う
に
、
暮
秋

の
山
■

の
澄

み
わ
た
る
こ
と
ょ
。

こ
の
歌
を
作

つ
て
、
少
し
眠

つ
た
と

こ
ろ
、
先
帝
を
夢
に
現
奉

つ

―

　

―

―

…

喩

Ｆ

ｉ

ｔ

ヽ
，

し

ヽ

日

に

ｌ

ｔ

ュ

タ

て

、

野

鋼

即

の

，

１

ろ
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